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ぱ

カ
政
治
現
象
さ
諸
種
の
政
治
概
念
の
契
機

封
立
契
機
ご
政
治
概
念

関
罷
活
動
と
政
治
概
念

政
治
さ
國
家
の
本
質
こ
の
闊
係

政
活
概
念
の
規
定

財
政
は
、
経
潰
で
あ
る
に
し
て
も
、
交
換
経
溝
さ
は
性
質
を
異
に
す
る
も
の
ビ
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

學
ビ
し
て
の
財
政
學
の
存
立
基
礎
が
あ
り
｀
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國
家
の
特
殊
性
格
を
拒
否
す
る
事
は
、
財
政
を
國
家
、
公
共
固
個
の
経
溝
に
求
む
る
誂
、
及
び
國
家
さ
政
治
を
闘
聯
せ

他
方
多
元
的
國
家
學
説
に
基
く
國
家
の
他
の
部
分
社
會
に
封
す
る
無
批
判
的
優
越
性
の
否
定
'JJ

は、

國
家
に
形
而
上
的
な

る
特
殊
の
性
格
を
附
典
し
、
そ
れ
よ
り
政
治
概
念
を
規
定
し
よ
う
さ
し
た
従
来
の
方
法
に
決
定
的
な
る
疑
問
を
提
出
し
た
。

け
れ
ざ
も
、
一
方
獨
自
の
政
治
學
樹
立
の
た
め
に
、

政
治
概
念
セ
國
家
さ
の
闊
聯
な
し
に
規
定
し
よ
う
さ
す
る
試
み
さ
、

て
、
政
治
概
念
の
規
定
よ
り
も
、
國
家
概
念
の
規
定
が
璽
し
さ
さ
れ
た
。

そ
こ
で
政
治
は
國
家
生
活
の
一
側
面
さ
し

そ
れ
故
に
政
治
は
國
家
を
必
要
前
提
さ
し
、
政

し
、
最
近
の
政
治
學
に
於
け
る
政
治
概
念
の
規
定
は
、
以
上
の
如
ぎ
侮
統
的
常
識
的
政
治
概
念
に
対
し
て
銃
き
批
判
を
加

も
、
此
政
治
概
念
を
今
少
し
く
詳
細
に
規
定
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
財
政
の
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
事
は
出
来
な
い
。
蓋

特
別
な
る
吟
味
を
加
ふ
る
軍
な
く
し
て

政

治

概

念

に

就

て

特
性
は
経
清
●
螢
む
主
開
の
側
に
存
す
る
で
あ
ら
う
。
従
来
財
政
の
特
徴
さ
し
て
學
げ
ら
れ
た
る
國
家
、

共
同
欲
望
等
は
、
此
主
開
の
特
殊
性
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
然
ら
ば
、

強
制
的
性
質
、

不
充
分
な
が
ら
之
等
の
詣
詮
に
就
て
一
應
承
服
し
得
な
い
理
由
を
述
べ
、
財
政
の

特
質
は
之
セ
政
治
的
な
る
黙
に
求
む
べ
き
で
あ
る
事
を
詮
明
し
た
。

常
識
的
に
之
を
固
家
の
意
志
を
決
定
す
る
さ
云
ふ
意
味
に
使
用
し
た
。
け
れ
ざ

へ
、
政
治
概
念
を
再
吟
味
す
る
事
な
く
し
て
は
、
政
治
の
固
有
な
る
性
質
を
把
握
し
得
ざ
る
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

従
来
政
治
は
、
常
に
國
家
生
活
こ
の
闘
聯
に
於
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。

治
概
念
は
國
家
さ
の
闊
聯
に
於
て
の
み
規
定
さ
れ
る
の
が
一
般
で
あ
っ
た
。

ら
う
か
。
私
は
、
嘗
て
本
誌
に
於
て
、

た
ゞ
共
際
此
政
治
的
な
る
も
の
ヽ
概
念
に
就
て
は
、

此
主
開
の
特
殊
性
は
何
に
求
む
べ
ぎ
で
あ
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れ
る
釘
象
は
甚
だ
多
く
一
々
数
へ
攀
げ
る
煩
に
堪
え
な
い
が
、
之
を
大
ま
か
に
分
類
す
る
時
は
、

政

治

概

念

に

就

て

政
治
の
本
質
を
考
察
す
る
上
の
手
懸
り
を
得
る
た
め
に

一
般
に
政
治
的
さ
呼
ば
れ
る
封
象
を
見
よ
う
。

政
治
現
象
と
諸
種
の
政
治
概
念
の
契
機

倫
理
的
見
方
を
考
察
の
外
に
お
く
。

又
は
論
議
が
紛
縦
せ
し
め
ら
る
事
が
多
い
。

第

七

巻

二
五
五

第

二

琥

四
七

國
家
又
は
圃
個
に
直
接

政
治
的
こ
さ

従
て
以
下
の
論
述
は
専
ら
ホ
宜
性
の
政
治
の
本
質
に
闘
す
る
も
の
で
あ
り
、

ら
、
経
済
理
論
に
於
て

閥
す
る
考
察
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、
賓
買
、
経
済
家
、
経
清
的
使
用
法
等
同
じ
く
鯉
贅
的
さ
呼
ば
れ
る
屯
象
で
あ
り
な
が

よ
り
て
構
成
せ
ら
れ
る
政
治
概
念
で
は
な
く
、
宗
数
、
経
清
、
教
育
等
さ
相
並
び
て
同
布
の
性
質
を
も
つ
政
治
の
本
質
に

す
る
政
治
概
念
は
、
本
稿
の
目
的
か
ら
知
ら
れ
る
如
く
、

之
等
総
べ
て
の
政
治
現
象
に
共
通
な
る
恥
性
を
抽
出
す
る
事
に

し
め
て
、
財
政
を
政
治
的
な
る
親
瀕
さ
す
る
見
方
の
否
定
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
故
に
、

す
る
た
め
に
は
、
之
等
の
新
な
る
政
治
概
志
セ
吟
味
し
、
政
治
の
固
有
な
る
性
質
を
定
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

政
治
な
る
語
は
、
國
政
、
宗
政
、
家
政
、
獨
裁
政
治
、

政
治
運
動
等
多
様
な
る
も
の
を
示
し
て
ゐ
る
。

続
惰
の
本
質
は
之
等
線
ぺ
て
の
事
象
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
何
等
か
の
共
通
な
る
風
性
を
分
析
す
る

事
に
よ
り
て
得
ら
れ
す
、
網
演
に
同
有
な
る
性
質
に
求
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
さ
同
様
で
あ
る
。

政
治
叉
は
國
家
に
闘
す
る
考
察
に
は
倫
理
的
見
地
が
混
入
し
易
く
、
そ
れ
に
よ
り
て
そ
の
本
質
が
不
明
な
ら
し
め
ら
れ
、

L

＼
に
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財
政
の
特
質
を
明
ら
か
に



議
會
政
治
は
、
政
黛
、
政
府
、
官
僚
の
封
立
、

抗
争
を
通
じ
て
行
は
れ
、
此
政
治
的
酎
立
、
闘
竿
な
き
虚
議
會
政
治
は

闊
す
る
も
の
ビ
然
ら
ざ
る
も
の
さ
に
匝
別
す
る
事
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
第
一
の
群
に
属
す
る
も
の
は
、

自
治
政
、
宗
政
、
家
政
、

出
し
よ
う
。

政
府
、
議
會
政
治
等
々
。
第
二
群
に
麗
す
る
も
の
は
、
例
へ
ば
政
治
運
動
、

的
な
る
も
の
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
政
治
的
な
る
も
の
が
何
で
あ
る
か
を
桧
討
す
る
た
め
に
、

議
會
政
治
は
國
家
の
意
志
の
構
成
の
た
め
に
行
は
れ
る
。
誡
會
は
國
家
意
志
の
構
成
を
目
的
ご
す
る
．
機
闘
で
あ
る
。
し

か
し
獨
裁
政
治
に
あ
り
て
は
、
國
家
意
志
の
構
成
は
獨
裁
者
に
よ
り
て
行
は
れ
る
。

か
4

る
意
志
構
成
機
脳
ご
は
闘
係
ぶ
く
、
國
家
の
意
志
構
成
に
求
め
ら
れ
る
。

提
に
過
ぎ
す
、
二
つ
の
も
の
は
一
開
E
し
て
始
め
て
意
義
が
あ
る
さ
考
ふ
べ
き
で
あ
り
、
従
て
政
治
的
な
る
も
の
ヽ
契
機
は

れ
故
に
政
治
的
な
る
も
の
し
契
機
は
國
家
に
特
有
の
も
の
で
は
な
く
、

之
等
の
関
別
は
固
家
論
に
於
け
る
輩
元
的
國
家
論
｀
こ
多
元
的
國
家
論
っ
こ
の
釘
立
に
照
應
す

る
も
の
で
は
な
い
黙
で
あ
る
。
こ
の
事
は
後
述
す
る
所
に
よ
り
て
明
ら
か
ご
な
る
で
あ
ら
う
。

れ
る
。
た
ゞ
注
意
す
ぺ
き
は
、

園
骰
一
般
に
存
在
す
る
"
J
J

見
ら
る
ぺ
き
も
の
ご
さ

國
家
の
活
動
ご
見
ら
れ
る
。
他
方
に
於
て
、
國
家
も
又
園
開
の
一
種
で
あ
り

二
者
の
間
に
は
本
質
的
差
異
は
な
い
。
そ

又
は
、
此
意
志
構
成
は
固
家
の
活
動
の
前

従
て
政
治
的
な
る
も
の
ヽ
契
機
は
、

な
る
政
治
現
象
ご
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
議
會
政
治
セ
分
析
す
る
事
に
よ
り
て
、

そ
れ
を
政
治
現
象
た
ら
し
む
る
契
機
を
桧

一
般
に
典
型
的

演
説
等
。
而
し
て
之
等
が
憩
べ
て
政
治
親
象
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
等
の
中
に
は
他
の
釘
象
か
ら
慨
別
せ
ら
る
ぺ
き
政
治

政

治

概

念

に

就

て

第

七

巻

二
丑
六

政
治
教
育
、
政
談

第

二

贅

四
八

例
へ
ば
國
政
、



人
間
活
動
を
し
て
道
徳
的
、
審
美
的
、
経
涜
的
、

の
、
審
美
的
な
る
も
の
、
経
済
的
な
る
も
の
4
窮
極
的
標
準
に
よ
り
て
分
類
さ
れ
得
る
か
ら
で
あ
る
。

る
も
の
に
於
て
は
、
窮
極
の
分
類
は
菩
悪
で
あ
り
、
審
美
的
な
る
も
の
に
あ
り
て
は
、

政

治

榔

念

に

就

て

．

封

立

契

機

と

政

治

概

念

親
消
的
活
動
た
ら
し
む
る
も
の
は
、
之
等
の
活
動
が
道
徳
的
な
る
も

て
國
家
、
従
て
又
政
治
の
本
質
の
見
方
が
異
る
如
き
。

れ
る
。
例
へ
ば
國
家
を
特
殊
な
る
園
儒
で
あ
る
ご
し
て
も
、

第

七

巻

二
五
七

第

二

撃

四

九 経
清
的
な

例
へ
ば
道
徳
的
な

此
の
國
家
の
特
殊
性
を
階
級
支
配
に
求
む
る
か
否
か
に
よ
っ

全
く
空
な
る
観
を
呈
す
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
故
に
政
治
的
な
る
も
の
ヽ
契
機
を
｀

勿
論
之
等
一
1

―
つ
の
分
類
は
、

議
會
政
治
の
分
析
に
よ
り
て
得
ら
れ
た
る
政
治
的
な
る
も
の
＼
契
機
と
し
て
考
へ
得
ら
れ
る
も
の
を
列
欅
す
れ
ば
、
次

第
一
、
國
家
を
特
殊
な
る
圏
罷
さ
し
て
そ
の
主
佃
の
特
殊
性
、
第
二
、

．
 

の
封
立
、
闘
争
。
第
一
、
第
二
の
見
方
は
、
政
治
的
な
る
も
の
を
主
開
に
求
め
よ
う
さ
す
る
も
の
で
あ
り
、

の
三
つ
が
示
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

争
の
中
に
求
む
る
見
方
が
成
立
し
得
る
で
あ
ら
う
。

第
三
の
考
へ

園
罷
一
般
の
活
動
の
仕
方
、
第
三
、

方
に
於
て
は
、
行
為
の
側
に
政
治
的
な
る
も
の
、
特
質
セ
見
出
さ
う
'
J
J

す
る
も
の
で
あ
る
。

大
罷
の
標
準
を
示
す
に
止
り
、
各
部
類
の
中
に
於
て
何
を
政
治
的
な
る
も
の
さ
見
倣
す
か
に
よ
っ
て
更
に
多
く
の
説
に
分

そ
れ
は
美
醜
で
あ
り
、

人
間
行
為

園
骰
か
ら
全
く
離
れ
て
、
此
封
立
、
闘



標
準
ご
は
別
個
に
存
在
し
得
る
。
政
治
上
の
敵
は
、

必
す
し
も
道
徳
的
に
悪
で
も
な
く
、
審
美
的
に
醜
で
も
な
け
れ
ば
、

も
、
封
外
政
治
を
考
慮
に
入
る
し
な
ら
ば
、
統
制
的
要
素
よ
り
も
、

あ
る
ビ
考
へ
る
事
に
も
根
櫨
が
あ
る
。
此
封
立
的
契
機
に
政
治
的
な
る
も
の
を
求
め
、
政
治
概
念
を
規
定
し
よ
う
ご
試
み

彼
は
政
治
的
な
る
も
の
し
窮
極
の
標
準
を
友
敵
の
分
類
に
求
め
る
。

の
福
別
こ
そ
は
、
総
ゆ
る
政
治
的
行
動
及
び
動
機
が
還
元
せ
し
め
ら
れ
る
特
殊
な
る
政
治
的
分
類
で
あ
る
」
。

｀
然
し
な
が
ら
友
敵
の
闊
係
は
、
経
清
活
動
に
於
け
る
競
手
、
個
人
相
互
の
間
に
於
け
る
友
敵
の
闘
係
、

け
る
封
抗
競
技
、

其
他
學
問
上
の
論
争
、
宗
教
に
於
け
る
宗
派
の
争
に
於
て
も
常
に
観
取
し
得
ら
れ
る
。
従
て
政
治
的
な

る
も
の
に
於
け
る
友
敵
の
標
準
が
、

の
概
念
の
内
容
を
更
に
詳
密
に
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

他
の
現
象
に
於
け
る
か
4

る
類
似
の
分
類
さ
祗
別
し
得
ら
れ
る
た
め
に
は
、
此
友
敵

友
敵
の
分
類
は
結
合
さ
分
離
Q
最
大
の
強
度
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
同
時
に
道
徳
的
、
審
美
的
、
経
清
的
等
の

叉
親
演
上
の
競
争
者
で
も
な
い
。
経
清
上
は
政
敵
さ
取
引
す
る
事
が
む
し
ろ
利
盆
で
さ
へ
あ
る
。

政
治
上
の
敵
は
、
生
存

上
、
最
後
に
は
営
事
者
に
よ
り
て
の
み
決
せ
ら
る
べ
き
衝
突
の
可
能
性
を
持
つ
別
個
の
存
在
で
あ
る
6
.

、
従
て
そ
の
意
味
で

ス
ボ
ー
ツ
に
於

た
者
は
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
で
あ
る
。

「
友
敵

む
し
ろ
封
立
的
契
機
が
政
治
的
な
る
も
の
し
規
準
で

政
治
は
、

日
常
見
る
如
く
、
封
立
、

る
も
の
4

そ
れ
は
財
の
獲
得
で
あ
ら
う
。
之
等
の
諸
活
動
に
封
立
し
て
、

極
の
概
準
た
る
政
治
的
な
る
も
の
は
何
で
あ
ら
う
か
。

政

泊

概

念

に

就

て

抗
争
ご
統
制
又
は
支
配
を
続
り
て
行
は
れ
る
も
の
さ
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
け
れ
ざ

政
治
活
動
セ
獨
立
な
る
現
象
た
ら
し
む
ぺ
き
窮

第

七

巻

二
五
八
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二
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五
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2) Schmitt, C. Der Begriff des Politischen. 1932, S. 14. 
3) Schmitt, op. cit. S. 14-15. 



く
ご
も
場
合
に
よ
っ
て
は
、
即
ち
賓
際
の
可
能
性
か
ら
云
へ
ば
、

か
く
の
如
き
人
々
の
総
個
、
殊
に
全
固
民
に
闘
は
る
事
は
総
べ
て
公
的
で
あ
る
以
上
、

今
H
も
尚
現
賀
に
政
治
的
に
賓
存
す
る
各
國
民
に
ご
り
て
、
此
野

立
が
事
寅
上
の
可
能
性
さ
し
て
存
生
し
て
ゐ
る
事
は
否
定
出
来
な
い
所
に
現
賓
的
論
捩
を
持
つ
て
ゐ
る
。

詣
國
民
間
の
封
立
闘
係
を
思
ひ
浮
ぺ
な
が
ら
政
治
的
概
念
セ
規
定
し
、

準
と
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
國
家
内
部
に
於
け
る
集
圏
間
の
封
立
を
政
治
的
現
象
さ
し
て
考
へ
る
で
あ
ら
う
か
。

詣
國
民
の
封
立
を
問
題
の
中
心
に
置
く
場
合
に
は
國
家
は
一
個
の
統
一
閤
さ
し
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
ま
さ
に
「
國
家

は
、
自
己
の
た
め
に
、
全
佃
ご
し
て
友
敵
の
決
定
を
な
す
組
織
化
さ
れ
た
政
治
的
統
一
罷
」
で
あ
る
。

内
部
に
は
、
友
敵
の
鉗
立
脳
係
は
な
し
、
政
治
現
象
は
存
在
し
な
い
筈
で
あ
る
。
け
れ
ば
も
、

政

治

概

念

に

就

て

規
定
は
、
諸
國
民
が
友
敵
の
到
立
に
よ
り
て
集
結
し

第

七

巻

二

五

九

第

二

聾

五

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
政
治
的

そ
れ
故
に
、
國
家

極
度
の
結
合
さ
分
離
を
政
治
的
な
る
も
の
＼
標

公
敵
に
過
ぎ
な
い
。
か
＼
る
概
念

争
闘
す
る
人
々
の
相
討
立
せ
る
線
髄
で
あ
る
。
敵
は
、

敵
は
競
争
者
で
も

一
般
に
封
立
者
で
も
な
い
。

ペ
き
で
あ
ら
う
か
。

「
経
清
的
な
る
も
の
＼
領
域
に
於
て
は
敵
は
存
在
し
な
い
。
箪
に
競
争
者
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
。

れ
、
倫
理
化
さ
れ
た
世
の
中
で
は
、
恐
ら
く
は
箪
に
論
争
の
相
手
の
み
が
存
在
す
る
で
あ
ら
う
」
。

も
、
個
人
的
感
情
に
基
く
個
人
相
互
の
間
、

又
は
園
腔
ご
個
人
及
び
関
開
相
互
の
間
の
最
悪
の
闘
係
は
如
何
に
考
へ
ら
る

又
敵
は
個
人
が
反
感
セ
持
つ
私
的
酎
立
者
で
も
な
い
。
敵
ご
は
、
少

友
敵
の
概
念
を
極
度
の
結
合
さ
分
離
で
あ
る
さ
規
定
す
る
な
ら
ば
、

経
渭
的
共
他
の
酎
立
闘
係
を
排
除
し
得
る
さ
し
て

完
全
に
道
徳
化
さ

4) Schmitt. op. cit. S. 16. 
5) Schmitt, op. cit. S. 16. 
6) Schmitt, op. cit. S. 17. 



に
存
在
す
る
事
は
疑
ふ
べ
く
も
な
い
で
あ
ら
う
。
け
れ
ご
も
、

の
可
能
性
は
、

r
、8 

と
な
る
。

此
封
立
的
契
機
を
政
治
的
な
る
も
の
ご
な
す
事
に
よ
り
て

そ
れ
故
に
酎
立
的
契
機
が
政
治
現
象
の
中

國
家
間
の
戦
争
で
は
な
く
、
内
蝋
に
闘
係
す
る
も
の

政
治

背
反
が
、

そ
れ
等
諸
政
策
に
就

同
家
の
宗
教
的
、
教
育
的
、

封
立
が
、
友
敵
の
分
類
の
極
黙
に
近
づ
く
に
随
つ
て
、
そ
れ
は
愈
々
政
治
的
さ
な
る
」
の
で
あ
り
、
諸
國
民
の
封
立
闘
係

な
る
鉗
立
さ
し
て
の
強
度
の
到
立
を
鵞
化
す
る
事
に
よ
っ
て
、

政

治

概

念

に

就

て

第
二
次
的
政
治
概
念
を
認
め
て
ゐ
る
。

に
於
て
な
す
固
家
の
第
一
次
の
政
治
的
決
定
さ
し
て
の
友
敵
の
決
定
を
保
護
す
る
た
め
に
、

社
會
政
策
的
、
諸
政
策
が
生
じ
、
然
も
、

ゐ
る
け
れ
ざ
も
、
國
家
内
部
に
於
て
、
政
治
的
な
る
も
の
＼
概
念
に
本
質
的
な
る
酎
立
、

て
も
存
在
し
、
従
っ
て
そ
れ
は
第
二
次
的
政
治
現
象
さ
云
へ
よ
う
。

線
ゆ
る
封
立
を
包
括
す
る
國
家
の
政
治
的
統
一
開
に
よ
り
て
相
封
化
さ
れ
て
は

之
に
反
し
、
練
ゆ
る
國
内
の
政
治
的
政
黛
及
び
共
封
立
を
相
到
化
せ
し
む
る
、

か
く
の
如
く
國
内
政
治
が
上
位
に
な
る
場
合
に
は
、

友
敵
の
封
立
は
，
か
く
て
極
度
の
結
合
、
分
離
で
あ
る
事
が
理
解
さ
れ
る
。

殊
に
物
理
的
殺
識
の
賓
存
上
の
可
能
性
に
闘
係
す
る
黙
に
於
て
、

日
常
吾
々
が
開
験
す
る
政
治
が
、
集
園
の
封
立
、
抗
争
を
続
り
て
行
は
れ
、

「
個
々
の
具
帽
的

包
括
的
な
る
政
治
的
統
一
罷
（
國
家
）

が
共
力
を
失
ひ
、
従
っ
て
國
内
の
封
立
が
他
國
に
封
す
る
共
同
的
な
る
到
外
的
封
立
よ
り
強
度
に
な
る
場
合
に
は
、

的
な
る
も
の
は
政
鴬
政
治
的
な
る
も
の
さ
一
致
す
る
可
能
性
が
存
在
ま
る
。
そ
し
て
政
治
に
必
然
的
に
伴
ふ
手
闘
の
賓
際

彼
に
よ
れ
ば
「
友
敵
及
び
争
闘
の
概
念
は
、

，
 

そ
の
買
の
意
味
を
有
す
る
」
。
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7) V gl. Schmitt. op. cit. S. 17. 
8) Schmitt, op. cit. S. 20. 
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て
は
、
箪
は
第
二
次
的
意
味
に
於
て
の
み
政
治
的
な
る
も
の
が
存
在
す
る
に
過
ぎ
な
い
専
さ
な
っ
た
。

般
に
定
型
的
な
る
政
治
現
象
さ
さ
れ
る
議
會
政
治
共
他
の
政
治
現
象
が
、

る
日
常
の
閲
瞼
さ
は
趣
を
異
に
す
る
。
日
常
用
語
の
混
鋭
か
概
念
規
定
の
訣
陥
か
、

て
二
三
の
疑
問
を
述
べ
よ
う
。

一
、
政
治
的
な
る
も
の
ヽ
概
念
を
人
間
活
動
の
同
有
な
る
仕
方
、

ッ
ト
は
、
個
人
の
反
感
に
基
く
私
的
抗
手
を
敵
ビ
せ
す
、
政
治
的
な
る
も
の
ヽ
敵
を
公
敵
に
限
定
し
た
。

個
人
さ
個
人
の
線
闘
こ
し
て
の
集
圏
ご
の
間
に
何
等
か
の
性
質
上
の
差
異
を
認
め
、

か
の
闊
聯
あ
る
加
を
無
意
識
的
に
承
認
し
た
事
に
外
な
ら
ぬ
。

綻
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。

統
一
罷
た
る
國
家
内
部
に
於
て
は
、
最
早
政
治
的
な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
諸
國
民
相
互
の
間
に

於
け
る
封
立
を
敵
ビ
し
、
此
封
立
の
箪
位
さ
し
て
の
國
家
の
内
部
に
於
け
る
諸
集
圏
の
統
一
を
友
さ
す
る
な
ら
ば
、
國
家
内

政

治

概

念

に

就

て

的
な
る
も
の
は
な
く
な
る
筈
で
あ
る
。
若
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

第

七

巻

二
六

第

二

猿

五

此
友
敵
の
釘
立
の
超
克
に
よ
り
て
成
立
す
る
政
治
的

二
、
政
治
的
な
る
も
の
ヽ
概
念
は
、
友
敵
の
封
立
を
意
味
す
る
。

従
っ
て
此
友
敵
の
封
立
が
消
滅
す
る
な
ら
ば
、
政
治

そ
の
項
は
行
為
の
親
角
か
ら
す
る
政
治
概
念
の
規
定
の
破

此
差
異
に
政
治
的
な
る
も
の
が
何
等

か
＼
る
制
限
は
、

ふ•

しさ

か
し
る
特
殊
な
る
標
準
を
具
ふ
る
憩
ゆ
る
人
間
活
動
は
、
政
治
現
象
さ
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
け
れ
ざ
も
シ
ュ

得
ら
れ
た
る
結
論
に
よ
れ
ば
、
同
有
な
る

即
ち
極
度
の
結
合
さ
分
離
の
匝
別
に
求
む
る
な
ら

次
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
概
念
規
定
に
就

殆
ん
ざ
線
べ
て
國
内
の
闘
係
に
就
て
思
考
苔
れ

か
4

る
結
論
は

弟
一
次
的
政
治
現
象
は
封
外
的
闘
係
に
於
て
ゞ
あ
り
、
国
内
的
闊
係
に
あ
り



構
成
の
放
棄
を
意
味
す
る
。

窮
極
の
規
準
は
質
的
に
特
殊
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

少
く
こ
も
戦
争
に
基
く
犠
牲
は
出

國
家
相
互
の
間
に
は
、

そ
れ
が
武
装
的
平

か
4

る
朕
態
は
特

此
獣
に
於
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
第
二
次
的
政
治
概
念
は
、

分
裂
す
る
で
あ
ら
う
か
ら
。

め
に
は
、
極
度
の
友
敵
の
封
立
の
如
．
ぎ
椋
準
を
必
要
ご
す
る
。

政
治
概
念
を
か
く
規
定
す
れ
ば
、
政
治
的
統
一
開
さ
し
て
の

か
ら
置
別
し
得
な
く
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

其
他
の
領
域
の
封
立

も
の
か
ら
董
的
な
る
も
の
に
斐
化
せ
し
め

政

治

概

念

に

就

て

具
開
的
針
立
が
極
度
の
友
敵
の
射
立
に
近
付
く
程
度
に
應
じ
て
、
此
具
開
的

鉗
立
は
政
治
的
な
る
も
の
に
な
る
ざ
考
へ
、
第
二
次
的
政
治
概
念
を
設
け
る
。

若
し
此
第
二
次
的
政
治
概
念
も
、
國
有
な

る
政
治
概
念
さ
等
し
く
、
政
治
的
な
る
も
の
を
根
基
さ
し
て
構
成
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

は
単
な
る
釘
立
的
契
機
に
求
め
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
政
治
的
封
立
を
鯉
濱
的
、

そ
れ
故
に
政
治
的
な
る
封
立
を
し
て
他
の
領
域
の
封
立
さ
置
別
す
る
た

國
家
内
部
●
は
政
治
現
象
は
存
在
し
な
い
筈
で
は
な
か
ら
う
か
。
蓋
し
、
若
し
か
く
の
如
き
封
立
が
存
在
す
れ
ば
、
國
家
は

そ
の
概
念
を
規
定
す
る

要
す
る
に
一
の
概
念
が
他
の
概
念
か
ら
慨
別
し
得
ら
れ
る
為
に
は
、

政
治
的
な
る
も
の

4
様
微
が
質
的
な
る
も
の
よ
り
飛
的
な
る
も
の
に
楚
化
し
て
成
立
せ
る
も
の
で
あ
り
、

三
、
政
治
的
な
る
も
の
を
極
度
の
結
合
、
分
離
に
求
む
る
な
ら
ば
、
國
家
相
亙
の
場
合
に
於
て
も
、

定
の
時
期
に
の
み
し
か
存
在
し
な
い
で
あ
ら
う
。
所
謂
平
時
の
際
に
於
て
は
｀

和
な
る
言
葉
セ
以
て
示
さ
れ
る
に
し
て
も
、
修
好
、
親
睦
が
希
求
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

政
治
的
な
る
も
の

特
殊
な
る
概
念

部
に
於
て
友
敵
の
封
立
の
存
在
す
る
事
は
な
い
筈
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
此
友
敵
の
標
準
を
質
的
な
る

第

七

巻

二
六

第

二

戟

五
四



政

治

概

念

に

就

て

し
た
黙
に
あ
る
。

四
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シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
以
て
政
治
的
な

政
治
的
な
る
も
の
は
む
し
ろ
此

そ
れ
故
に
政
治
に
於
て
、
祉
會
生
活
を
統
制

政
治
は
社
會
生
活
の
分
裂
、
破
壊
を
行
ふ
も
の

従
て
本
来
多
元
的
政
治
概
念
が
成
立
す
べ
き
に
も
拘
ら
す
、
政
治
的
な
も
の
を
特
定
園
個
た
る
國
家
に
結
び
付
け
よ
う
と

行
為
の
特
殊
な
る
仕
方
に
政
治
の
本
質
を
求
め
、

の
み
か
4
る
事
態
が
寝
生
し
得
る
さ
す
る
理
由
は
な
い
。

國
家
相
互
の
間
に

で
は
な
く
連
績
的
事
象
で
あ
る
以
上

政
治
的
本
質
'
y
J

し
て
の
極
度
の
分
離
の
規
準
を
攀
ぐ
る
の
み
で
は
、
充
分
な
る
説

明
で
は
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
故
に
こ
そ
極
度
の
封
立
の
可
能
性
の
寅
在
を
以
て
敵
な
る
概
念
、

し
て
ゐ
る
。
け
れ
ざ
も
、
如
何
な
る
封
立
も
極
度
の
封
立
に
化
す
る
可
能
性
が
賓
在
す
る
の
で
あ
り
、

國

鰻

活

動

と

政

治

概

念

来
る
限
り
回
避
さ
れ
る
様
に
努
力
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

従
て
又
政
治
概
念
を
詮
明

そ
こ
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
國
内
の
野
立
的
専
象
に
も
尚
政
治
的
契

機
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
理
由
が
あ
り
、
又
彼
の
概
念
規
定
の
失
敗
の
根
握
が
存
在
す
る
。

要
す
る
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
説
の
訣
陥
セ
一
言
に
し
て
云
ふ
な
ら
ば
、

.
H
常
政
治
現
象
に
於
て
封
立
的
契
機
が
顕
著
に
現
は
れ
る
に
し
て
も
、

で
は
な
く
、
封
立
、
抗
争
の
克
服
に
よ

b
て
統
一
を
逹
成
す
る
事
に
あ
る
。

す
る
契
機
を
重
要
説
す
る
な
ら
ば
、
此
到
立
的
契
機
は
統
一
を
逹
成
す
る
前
提
で
あ
り
、

統
一
化
作
用
の
側
に
認
め
ら
る
べ
き
事
と
な
る
で
あ
ら
う
。
若
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

第

二

蒙

か
く
の
如
き
事
態
の
下
に
於
て
、
政
治
は
箪
に
一
時
的
な
る
も
の



如
さ
一
義
的
明
確
性
を
欠
ぐ
た
め
に
、
國
家
内
部
の
釘
立
は
、

國
家
存
立
の
根
本
義
如
何
の
問
題
を
中
心
さ
し
て
激
化
す

國
家
の
指
導
原
理
が
他
の
園
開
の
そ
れ
の

た
ゞ
政
治
が
一
般
に

而
し
て
か
く
の
如
き

る
見
方
は
、

一
方
に
於
て
、

政

治

概

念

に

就

て

政
治
を
以
て
園
罷
内
部
の
現
象
で
あ
る
さ
考
へ
、
そ
れ
故
に
内
部
の
封
立
を
克
服
、
統
一
す
る
所
に
政
治
の
本
質
を
求
む

シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
説
よ

b
ご
盾
よ
く
項
賓
を
諜
明
す
ろ
様
に
見
え
る
。
北
（
要
旨
を
述
べ
よ
う
。

政
治
は
酎
立
的
契
機
を
含
む
。
賓
力
を
伴
ふ
社
會
規
範
の
封
立
｀
抗
争
の
中
に
政
治
は
成
立
す
る
の
で
あ
h
、
理
想
が
箪
一

化
し
、
之
を
支
持
す
る
賓
力
が
純
粋
に
一
元
化
す
れ
ば
、
政
治
は
行
は
れ
な
い
。
け
れ
ざ
も
、
他
方
に
於
て
、
政
治
が
箪
一
関

楠
の
内
部
現
象
た
る
以
上
、
政
治
は
克
服
さ
る
ぺ
ぎ
対
立
、
統
一
さ
る
ぺ
苔
分
裂
で
あ
る
。
釘
立
を
関
開
内
部
の
封
立
に
限

定
し
、
更
に
之
セ
克
服
し
て
固
罷
本
来
の
統
一
に
師
ら
う
さ
す
る
所
に
、
政
治
の
買
の
意
義
が
あ
る
。

封
立
さ
統
一
は
、
國
家
以
外
の
多
く
の
固
輝
に
於
て
も
行
は
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
政
治
は
國
家
に
特
有
の
現
象
で
は

な
い
。
叉
超
國
家
的
圏
個
の
存
在
を
認
め
得
な
い
今
日
に
於
て
は
、
國
際
政
治
な
る
も
の
は
な
い
。

國
家
に
於
て
顕
著
に
現
は
れ
る
の
は
、
、
モ
に
次
の
二
貼
に
鯰
す
る
。
第
一
に
｀

る
危
除
を
包
蔵
す
る
。
従
て
封
立
さ
統
一
は
、
他
の
園
閥
の
場
合
に
比
較
し
て
強
度
で
あ
る
。
第
二
に
、
國
家
は
既
に
そ

の
秩
序
維
持
の
任
務
の
た
め
に
獨
占
的
の
強
制
力
を
具
備
す
る
が
故
に
、

國
家
の
政
治
も
必
然
的
に
此
獨
占
的
の
國
家
植

゜

カ
の
争
奪
戦
こ
な
っ
て
展
開
さ
れ
、
そ
の
結
果
激
烈
さ
は
他
の
圏
個
さ
比
較
に
な
ら
な
い
。

の
が
存
在
す
る
で
あ
ら
う
。

る
も
の
さ
す
る
到
立
的
契
機
は
、
輩
に
超
克
せ
ら
る
ぺ
き
射
立
で
あ

b‘

此
釘
立
の
克
服
、
統
一
に
こ
そ
政
治
的
な
る
も

第

七

巻

二
六
四

第

二

猿

五
六

10)尾裔朝雄数授國家梱造論 ：：：：三ニーニ三五頁



政

治

概

念

に

就

て

主
罷
で
あ
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
。

る
活
動
、
即
ち
内
部
に
於
け
る
封
立
の
統
一
活
動
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、

．
内
容
に
於
て
二
者
の
間
に
差
異
が
存
在
す
る
か
否
か
で
あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、

政
沿
が
國
家
に
於
て
殿
著
に
行
は
れ
る
理
由
の
第
二
さ
し
て
、

を
も
つ
事
が
學
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
國
家
が
他
の
圏
開
ご
異
り
、

度
反
省
す
る
の
が
便
利
で
あ
る
。
政
治
の
本
質
は
、

第

七

巻

二
六
五

故
に
亦
他
の
圏
開
に
は
存
在
し
得
ざ
る
獨
占
的
な
る
強
制
力
を
具
備
す
る
事
が
認
容
さ
れ
る
以
上
、

第

二

琥

五
七

國
家
に
は
他
の
園
罷

特
有
な
る
任
務
を
追
求
す
る
園
腔
で
あ
る
事
を
示
し
て

ゐ
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
國
家
は
全
罷
社
合
の
中
の
部
分
社
會
で
あ
り
乍
ら
「
園
印
相
互
の
闊
係
に
於
て
は
、
胴
家
の
包
播

性
は
國
家
の
軍
要
な
一
特
質
さ
し
て
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
。

事
を
何
等
否
定
す
る
の
で
は
な
ビ
け
れ
ざ
も
、
國
家
が
固
有
な
る
任
務
を
具
備
す
る
特
殊
な
る
圏
闘
で
あ
り
、
此
任
務
の

勿
論
國
家
が
之
以
外
の
任
務
を
も
つ

國
家
が
秩
序
維
持
の
任
務
の
為
に
獨
占
的
な
る
強
制
力

國
家
さ
共
他
の
園
俯
は
質
的
に
異
る

政
治
的
な
る
も
の
は
、

ご
同
時
に
行
為
の
側
に
も
存
在
す
る
。
謂
は
ゞ
此
詮
は
折
衷
説
さ
も
云
は
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

他
の
園
罷
が
内
部
の
野
立
、
抗
争
を
統

一
す
る
黙
に
於
て
は
、
何
等
の
差
異
は
な
い
。

問
題
は
、
此
統
一
に
含
ま
れ
た
る

さ
て
、
國
家
及
び
共

主
腔
の
側
に
存
在
す
る

一
方
に
於
て
園
開
の
活
動
で
あ
る
が
、
他
方
に
於
て
圃
開
の
特
殊
な

的
政
治
概
念
ビ
封
跛
的
闊
係
に
あ
る
。
此
多
元
的
政
治
概
念
に
封
す
る
疑
問
を
述
べ
る
前
に
、

此
説
の
根
本
主
張
を
今

な
る
専
象
で
あ
り
、
従
て
多
元
的
で
あ
る
。
此
多
元
的
政
治
概
念
は
、
國
家
に
就
て
の
み
政
治
を
思
惟
す
る
日
常
の
一
元

若
し
政
治
の
本
質
が
か
ヽ
る
封
立
と
統
一
に
あ
る
な
ら
ば
．

政
治
は
数
多
の
園
開
に
於
て
日
常
繰
返
し
行
は
れ
る
共
通

11)尾励数授煎掲害 ー五六頁



さ
う
と
す
る
廣
き
意
味
の
主
個
説
で
あ
る
。

を
以
て
政
治
現
象
な
り
さ
す
る
説
は
、

あ
ら
う
，
0

も
、
射
立
の
中
に
で
は
な
く

罷
は
統
一
に
よ
り
て
成
立
す
る
以
上

に
存
在
し
得
ざ
る
意
味
の
統
制
現
象
が
蹄
属
す
る
も
の
さ
考
へ
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
形
式
上
は
等
し
く
圏
開
内

部
の
統
制
で
あ
る
に
し
て
も
、
國
家
の
統
制
は
内
容
に
於
て
異
b‘

で
あ
ら
う
。
日
常
、
政
治
に
就
て
骰
駒
さ
れ
る
も
の
は
、
か
く
の
如
き
謂
は
ゞ
上
位
統
制
で
あ

b‘

制
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
政
治
は
特
に
國
家
に
於
て
顕
著
に
行
は
れ
る
の
で
は
な
く
、

で
あ
ら
う
。

次
に
、
圏
開
活
動
の
中
、
封
立
の
統
一
の
み
が
何
故
に
政
治
的
な
る
も
の
さ
な
る
か
ゞ
問
題
と
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
圃

此
園
罷
の
維
持
に
政
治
的
な
る
も
の
を
求
む
る
な
ら
ば
、
圏
鰐
の
野
内
活
動
さ
共
に
到
外

活
動
を
排
除
す
べ
き
で
は
な
か
ら
う
。
如
何
な
る
園
罷
も
、
自
己
保
存
の
使
命
を
賓
現
す
る
た
め
に
は
、

動
が
必
要
で
あ
る
と
同
様
に
、

封
外
活
動
の
軍
要
な
る
事
は
國
家
の
封
外
防
衛
活
動
を
例
に
さ
る
ま
で
も
な
く
明
ら
か
で

か
や
う
に
考
ふ
る
な
ら
ば
、
若
し
関
髄
の
使
命
の
寅
現
に
政
治
の
本
質
を
認
む
る
以
上
、

園
開
内
部
の
統
一
活
動
に
政

治
を
限
定
す
る
理
由
は
あ
る
ま
い
。
等
し
ぐ
圏
罷
の
使
命
の
賓
現
に
政
活
の
本
質
を
認
め
な
が
ら
、

政

治

概

念

に

就

て

封
立
の
統
一
活
動
は
園
罷
の
維
持
の
た
め
に
必
要
な
る
も
の
で
あ
ら
う
。
け
れ
ざ

其
意
味
で
徹
底
し
て
わ
る
。
そ
れ
は
関
憫
そ
の
も
の
に
政
治
的
な
る
も
の
を
見
出

第

七

巻

閣
欝
活
動
の
総
ぺ
て

内
部
の
統
一
活

國
家
に
の
み
特
有
な
る
も
の

そ
れ
故
に
國
家
の
統

そ
の
故
に
他
の
園
個
の
統
制
を
更
に
統
制
す
る
も
の

二
六
六

第

二

装

五
八



政

治

概

念

に

就

て

最
高
義
に
お
け
る
政
治
の
概
念
は
、
圏
罷
に
よ
つ
て
行
は
れ
る
社
會
的
、

封
應
し
、
之
さ
緊
密
な
る
聯
闊
を
示
す
社
會
構
造
の
側
の
因
素
は
、

賓
践
的
活
動
が
人
間
の
社
會
的
生
活
に
と
つ
て

節

七

巻

第

二

賦
二
六
七

五
九

で
あ
ら
う
。

り
、
そ
れ
故
に
政
治
の
本
質
は
園
罷
使
命
の
賓
現
に
あ
り
さ
す
る
見
方
が
あ
る
。
共
説
の
概
要
を
次
に
述
べ
よ
う
。

社
會
的
、
主
開
的
闘
聯
の
部
面
た
る
社
會
的
構
造
、

る
文
化
的
客
観
的
秩
序
の
文
化
的
構
造
で
あ
る
。
勿
陰
、
社
會
の
現
賓
に
於
て
は
、

あ
b
、
廣
義
の
政
治
に
つ
い
言
へ
ば
施
政
園
開
で
あ
見
狭
義
に
於
て
は
、
國
家
で
あ
る
。

園
闘
は
祉
會
的
集
圏
の
一
型
態
で
あ
り
、

集
圏
の
成
員
が
共
同
の
目
的
に
向
つ
て
協
力
す
る
虚
に
圏
開
は
成
立
す
る
u

最
廣
義
の
政
治
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
諸
種
の
園
開
で

政
治
は
、
歴
史
的
、
社
曾
的
賓
在
の
文
化
構
造
の
内
部
に
成
立
す
る
。

社
會
の
文
化
構
造
の
一
因
素
さ
し
て
の
政
治
に

る
他
の
構
造
と
の
聯
臨
に
於
て
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

結
合
し
、
交
錯
し
て
不
可
分
の
緊
密
な
る
聯
闊
を
保
ち
な
が
ら
存
在
す
る
。

従
っ
て
一
の
構
造
の
考
察
は
、
夫
に
照
應
す

之
等
二
つ
の
構
造
は
、
相
互
に
深
く

他
方
に
於
て
、
彼
等
の
活
動
の
直
接
的
及
び
間
接
的
成
果
を
包
容
す

歴
史
的
、
祀
會
的
貨
在
は
二
元
的
構
造
を
も
つ
ビ
考
へ
得
ら
れ
る
。

そ
れ
は

一
方
に
於
て
無
数
の
人
格
的
存
在
者
の

此
特
殊
な
る
役
割
は
、

政
治
が
圏
閤
活
動
、
換
言
す
れ
ば

歴
史
的
、
社
會
的
寅
在
は
、
無
数
の
個
人
及
び
園
閤
の
綿
ゆ
る
交
渉
、

政
治
は
他
の
文
化
さ
共
に
歴
史
的
、
社
合
的
賓
在
を
成
立
せ
し
む
る
た
め
に
、

特
殊
な
る
役
割
を
螢
む
さ
云
ひ
得
ら
る
、

園
開
の
使
命
の
賓
現
さ
し
て
螢
む
機
能
で
あ

文
化
全
閲
，
ぜ
含
ん
で
ゐ
る
。
そ
れ
故
に
政
治
は
、

歴
史
的
、
社
曾
的
賓
在
の
一
契
機
で
あ
り
、
他
面
か
ら
見
る
な
ら
ば
、

並
び
に
之
等
主
麗
の
活
動
に
よ
り
て
成
立
す
る



あ
れ
、
経
溝
で
あ
れ
、
何
等
政
治
の
本
質
に
脳
す
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
＼
に
文
化
構

そ
れ
故
に
園
憫
の
具
開
的
目
的
は
宗
教
で

園
個
の
使
命
の
寅
現
に
政
治
的
な
る
も
の
を
求
む
る
な

ら
ば
、
政
治
現
象
は
開
開
一
般
に
普
澗
的
な
る
性
質
に
閥
聯
す

係
を
も
つ
か
ら
、
構
成
員
は
園
閤
活
動
に
作
用
す
べ
く
努
力
す
る
。

か
4

る
圃
憫
使
命
の
官
現
過
程
、
及
び
そ
れ
に
闘
し

に
必
要
欠
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

園
閣
が
そ
の
使
命
を
寅
現
す
る
た
め

と
し
て
響
成
員
の
意
志
さ
は
獨
立
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

此
の
間
開
意
志
の
構
成
は
、
園
開
の
同
有
の
目
的
を
賓
現
せ

せ
よ
、
構
成
員
全
部
の
意
志
、

政

治

概

念

に

就

て

有
す
る
所
の
、
別
言
す
れ
ば
、
歴
史
的
、
社
會
的
寅
在
の
形
成
、
登
展
に
お
い
て
示
す
所
の
、

し
て
、
政
治
は
如
何
な
る
特
有
の
文
化
的
意
義
を
有
す
る
か
に
就
て
今
少
し
く
考
察
を
績
け
よ
う
。

圏
罷
は
、

そ
れ
自
罷
意
志
を
決
定
し
、
活
動
を
な
し
得
な
い
か
ら
、

る
外
は
な
い
。
而
し
て
園
個
意
志
は
、

特
有
の
文
化
的
意
義
に
着

2
 

か
L

る
廣
義
に
お
け
る
政
治
概
念
を
橡
想
す
る
。
而

そ
の
機
閥
た
る
合
議
閥
を
通
じ
て
か
、

又
は
個
々
人
の
意
志
ご
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
故
に
園
開
意
志
は
、
全
開
意
志

し
む
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
関
罷
の
意
志
構
成
さ
そ
の
意
志
の
遂
行
活
動
は
、

園
骰
の
活
動
は
そ
の
構
成
員
々
ぜ
拘
束
し
、

i
構
成
員
が
影
響
す
ぺ
＜
努
力
す
る
過
程
に
於
て
政
治
現
象
は
成
立
す
る
。

る
も
の
で
あ

b
、
特
殊
の
固
開
の
同
有
な
る
性
質
か
ら
は
理
解
せ
ら
れ
な
い
。

又
構
成
員
に
さ
り
て
謡
種
の
利
害
闊

政
活
現
象
は
、
之
竿
具
閥
的
目
的
が
賓
現
さ
れ
行

3
 

く
過
程
さ
し
て
生
す
る
も
の
で
あ
り
、
謂
は
ゞ
具
罷
的
目
的
寅
現
の
形
式
で
あ
り
、
手
段
形
態
で
あ
る
。

又
は
特
定
個
人
に
よ
り
て
構
成
さ
れ
る
に

そ
の
活
動
は
す
べ
て
そ
の
組
織
を
通
じ
て
行
は
れ

眼
し
て
構
成
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
狭
義
に
お
け
る
政
治
の
概
念
は

第

七

巻

二
六
八

第

二

琥

六
〇

12)恒薩恭数授政治特に國際政治の概念立命館三十五周年記念論文集法籾篇
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第

七

巻

第

二

撃

I 

/‘ 

政
治
は
園
個
の
使
命
賓
現
で
あ
る
以

此
目
的
賓
現
過
程
に
現
れ
る
経
惰
現
象
及
び

政
治
は
圏
個
に
よ

で
あ
ら
う
。
け
れ
ざ
も
、
個
人
の
活
動
に
相
並
び
て
、
文
化
全
罷
の
形
成
に
一
定
の
機
能
を
も
つ
園
個
一
般
の
活
動
を
令
・

要
で
あ
り
、
政
治
の
本
質
も
國
家
に
於
て
典
型
的
に
現
れ
る
。

造
の
内
部
に
於
て
、
宗
教
、
数
育
、
経
演
等
さ
相
並
ん
で
存
在
す
る
政
治
の
文
化
的
意
義
が
あ
る
。

政
治
の
本
質
は
圏
個
一
般
の
性
質
と
の
闘
聯
に
於
て
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
故
に
他
の
園
個
さ
は
異
る
獨
自
の
使
命
を
も
つ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
自

己
の
領
土
の
上
に
存
在
す
る
國
民
祉
曾
に
於
て
國
家
は
主
樅
的
柚
力
を
有
し
、

此
主
梱
的
櫂
力
の
故
に
、

決
定
し
、
遂
行
す
る
。
そ
れ
故
に
國
家
は
他
の
園
罷
ご
比
較
し
て
、

梢
成
員
に
及
ぽ
す
影
響
が
大
で
あ
り
、
國
民
社
曾
全
個
の
利
害
に
闘
係
の
深
い
種
々
の
任
務
を

歴
史
的
、
計
會
的
賓
在
の
中
に
於
て
螢
む
役
割
が
霞

特
穂
3
文
化
の
本
質
を
、

そ
れ
が
文
化
全
佃
の
形
成
に
於
て
螢
む
特
殊
の
機
能
に
求
む
る
事
は
、

て
政
治
の
本
質
さ
な
す
見
解
に
は
疑
問
を
も
つ
。
政
治
の
本
質
が
園
罷
使
命
の
賓
現
で
あ
る
な
ら
ば
、

b
て
追
求
さ
る
4
學
術
、
経
演
等
の
目
的
を
等
し
く
努
力
す
る
の
で
あ
り
、

其
他
り
現
家
も
又
政
治
現
象
こ
な
b‘

政
治
と
他
の
文
化
こ
の
慨
別
が
な
く
な
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

社
の
例
に
就
て
考
へ
て
見
よ
う
。
螢
利
會
社
は
螢
利
を
目
的
さ
す
る
園
個
で
あ
る
。

上
、
政
治
は
此
圏
罷
の
目
的
を
追
求
す
る
。

政

治

概

念

に

就

て

必
要
で
あ
り
、
妥
賞

此
黙
を
螢
利
會

即
ち
此
目
的
賓
現
の
た
め
に
活
動
の
規
準
こ
な
る
べ
さ
圏
罷
意
志
を
先
づ
決

二
六
九

他
の
総
て
の
園
罰
に
優
越
す
る
。
而
し
て

で
全
罷
計
曾
の
内
面
に
存
在
し
、

14)恒蒻数授政治。特に國際政治の概念一七九ー一八一頁畜

著
に
現
れ
る
。
そ
れ
は
、
國
家
は
園
罷
の
一
種
で
あ
る
に
し
て
も
、
國
家
は
他
の
諸
種
の
園
罷
さ
は
根
本
的
に
異
る
仕
方

政
治
の
本
質
は
特
に
國
家
に
於
て
顕



文
化
領
域
さ
し
て
の
政
治
は
狭
義
政
治
に
於
て
の
み
観
取

n
れ
る
の
で
あ
り
、
廣
義
の
政
治
に
つ

い
て
は
観
取
さ
れ
難
い
と
答
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
即
ち
廣
義
の
政
治
は
淡
個
性
的
、
類
性
的
性
格
を
示
す
類
性
的
本
質

で
あ
り
、
個
別
の
獨
自
性
を
包
容
す
る
形
態
的
本
質
を
意
味
し
な
い
。
若
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

如
何
の
問
題
を
除
け
ば
政
治
の
用
語
の
内
容
が
異
る
に
過
ぎ
な
い
。
た
ゞ
政
治
、
経
惰
、

盤
と
な
り
得
る
園
闘
活
動
一
般
に
、
政
治
な
る
用
語
を
使
用
す
る
の
は
妥
賞
と
は
云
へ
な
い
で
あ
ら
う
。特

殊
な
る
関
軽
の
個

政
治
の
型
態
的
本
質
は
園
罷
の
使
命
の
寅
現
以
外
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、

此
問
題
に
於
て
は

宗
教
等
の
文
化
領
域
の
共
通
地

特
定
目
的
を
追
求
す
る
関
儒
の
活
動
も
同
質
な
る
も
の
で
は
な
く
、
罷
渭
的
、
共
他
の
活
動
を
行
ふ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

も
、
数
育
、
衛
生
等
の
文
化
現
象
で
あ
ら
う
。

一
定
の
目
的
セ
寅
現
す
る
た
め
に
は

ぬ。

け
れ
ざ
も
、

種
々
の
手
段
を
必
要
と
す
る
以
上

故
に
、
経
清
、
學
術
、
宗
教
等
の
文
化
さ
相
並
び
て
特
竹
の
文
化
領
域
さ
し
て
の
政
治
は
、

関
開
の
使
命
寅
現
さ
し
て
園

儘
一
般
の
性
質
に
闘
し
て
認
め
ら
る
べ
き
形
式
的
規
定
に
よ
り
て
は
限
界
を
典
へ
ら
れ
な
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

狭
義
の
政
治
の
本
質

努
働
、
原
料
等
の
賭
入
は
財
の
交
換
で
あ
り

政
治
現
象
で
な
け
れ
ば
な
ら

一
定
組
織
の
下
に
生
産
を
螢
む
。
他
方
℃
於
て
｀
努
働
能
李
の
増
進
の
た
め
に

定
す
る
。
園
罷
意
志
は
こ
の
目
的
に
直
接
役
立
つ
そ
の
活
動
の
範
園
、
方
向
セ
決
定
し
、

圏
骰
の
活
動
、
例
へ
ば
労
働
教
育
、
衛
生
設
備
等
の
範
園
、
方
向
等
を
も
定
め
る
。

随
て
、
努
働
、
機
械
、
原
料
を
購
入
し
、

努
働
教
育
、
衛
生
施
設
を
行
ふ
。
こ
れ
等
の
活
動
は
線
べ
て
園
罷
の
使
命
の
寅
現
で
あ
り
、

一
般
経
清
現
象
で
あ
る
。

努
働
教
育
、
衛
生
施
設
等

次
に
之
等
の
定
め
ら
れ
た
る
規
準
に

政

治

概

念

に

就

て

第

七

巻

二
七

0
そ
れ
と
共
に
間
接
に
奉
仕
す
る

第

二

賦

＇ ノ~ヽ

15)恒藤殺授政治一七八頁
16)恒蕨欲授法の基本問題八0頁以下



か
。
國
家
の
統
制
は
他
の
統
制
さ
慨
別
さ
れ
、

な
る
も
の
は
、

五

性
的
性
格
に
求
む
る
外
は
な
い
で
あ
ら
う
。
國
家
は
主
櫂
的
櫂
力
を
も
ち
、

め
ら
れ
て
ゐ
る
。
か
く
し
て
一
般
に
政
治
ぱ
國
家
に
闘
聯
す
る
現
象
で
あ
る
さ
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

又
は
任
務
が
特
殊
な
る
故
に
他
の
開
儒
ざ
甑
別
さ
れ
る
の
で
あ
ら
う

か
。
政
治
の
本
質
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
た
め
に
は
、
國
家
の
本
質
が
問
題
さ
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

政
治
と
國
家
の
本
質
と
の
闘
係

一
般
に
、
政
治
は
國
内
に
於
け
る
線
て
の
人
格
者
に
封
し
て
秩
序
を
規
定
し
、

て
ゐ
る
。
而
し
て
社
會
に
於
け
る
人
格
者
に
一
定
の
秩
序
を
興
へ
、
統
制
セ
加
ふ
る
も
の
は
多
数
あ
る
。

國
家
で
あ
ら
う
。

人
格
者
に
封
す
る
之
等
数
多
の
統
制
の
間
に
は
何
等
か
の
苺
異
は
な
い
の
で
あ
ら
う

此
特
殊
な
る
統
制
の
故
に
同
有
な
る
政
治
現
象
が
生
す
る
の
で
は
な
い
で

あ
ら
う
か
。
次
に
人
格
者
の
統
制
の
様
式
に
就
て
考
察
を
進
め
よ
う
。

人
々
の
社
會
生
活
を
規
律
し
、
之
セ
秩
序
づ
く
る
も
の
に
二
稲
の
も
の
が
考
へ
ら
れ
る
。

渉
の
中
に
自
然
的
に
成
立
す
る
道
徳
、
慣
習
等
の
自
然
褻
生
的
な
も
の
で
あ
り
、

織
セ
儲
へ
て
意
識
的
、
積
極
的
に
統
制
を
行
ふ
園
閥
で
あ
る
。

上
｀
問
題
と
な
る
の
は
圏
個
で
あ
る
。

政

治

概

念

に

就

て

的
植
力
を
も
つ
が
故
に
特
殊
な
る
園
俯
で
あ
る
か

第

七

巻

二
七

．
 

他
の
も
の
は

第

二

蒙

...... 
ゾヽ

而
し
て
政
治
が
人
の
人
に
封
す
る
自
覺
的
統
制
で
あ
る
以

之
等
統
制
を
行
ふ
圏
開
相
互
の
間
に
も
一
定
の
秩
序
が
あ
り
、
統
制
騨
係
が
認
め

一
定
の
目
的
の
下
に
組

―
つ
は
、
人
々
の
相
互
の
交

統
制
を
行
ふ
も
の
で
あ
る
さ
考
へ
ら
れ

そ
の
最
も
顕
著

然
ら
ば
國
家
は
主
椛

特
殊
な
る
任
務
を
有
す
る
園
儒
で
あ
る
さ
認



國
家
は
本
質
上
他
の
園
罷
こ
箇
別
さ
れ
る
唯
一
の
上
位
の
限

聯
し
て
政
治
現
象
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
け
れ
ざ
も
、
政
治
現
象
は
國
家
に
闘
聯
し
て
の
み
認
め
得
ら
る
4
も
の
で

直
的
闘
係
が
存
在
す
る
。
そ
れ
故
に
國
家
の
統
制
は
、

上
位
の
統
制
と
し
て
他
の
圃
罷
の
統
制
<
;
は
置
別
さ
れ
、
之
さ
欄

叉
相
互
に
依
存
、
封
立
、
支
配
、
徒
属
の
賜
係
に
あ
る
け
れ
ざ
も
、

更
に
國
家
は
之
等
詣
園
開
の
全
部
に
亙
り
て
精
極
的

國
民
社
會
内
部
に
於
け
る
諸
稲
の
関
閥
も

り
、
線
べ
て
の
國
家
に
積
極
的
に
秩
序
を
典
へ
、

統
制
セ
行
ふ
如
苔
垂
直
的
闘
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
轄
じ
て
國
民
社
會

間
に
は
、

部
分
的
に
は
支
配
、

家
の
成
立
が
認
め
ら
れ
な
い
現
在
に
於
て
は
、

さ
地
域
を
等
し
く
し
て
―
つ
の
園
開
即
ち
國
家
が
存
在
す
る
。

社
會
を
構
成
し
て
ゐ
る
'
,
J

見
ら
る
べ
至
部
分
が
数
多
存
在
す
る
。

ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

政

治

概

念

に

就

て

二
七
ニ

社
會
に
存
在
す
る
圃
罷
相
互
の
問
に
は
水
平
的
闘
係
さ
共
に
垂
直
的
闘
係
が
成
立
し
て
ゐ
る
。

今
地
球
上
に
生
存
す
る
全
人
類
に
よ
り
て
成
立
し
て
ゐ
る
全
罷
社
會
を
考
へ
よ
う
。
此
全
開
社
會
を
世
界
社
會
と
呼
ぶ

な
ら
ば
、
世
界
社
會
の
中
に
於
て
一
定
範
固
の
地
域
を
限
度
こ
し
て
特
に
緊
密
な
る
結
合
を
な
し
、

之
を
國
民
社
會
さ
名
付
け
よ
う
。
而
し
て
此
國
民
社
會

あ
る
た
め
に
は
、
次
の
問
題
が
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
の
特
殊
な
る
全
罷

世
界
を
打
つ
て
一
丸
さ
す
る
統
一
間
開
さ
し
て
の
批
界
國

泄
界
祉
會
の
中
に
存
在
す
る
数
多
の
國
家
は
、
相
互
に
依
存
、
到
立
、
支

配
従
属
の
相
互
闘
係
を
保
ち
な
が
ら
相
互
の
間
に
一
の
消
極
的
秩
序
を
打
建
て
4

ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
従
て
之
等
國
家
の

従
属
の
闘
係
が
存
在
す
る
に
し
て
も
、
原
則
と
し
て
水
平
的
闘
係
が
存
在
す
る
の
み
で
あ

内
部
の
園
罷
相
互
の
闘
係
を
見
る
な
ら
ば
事
態
は
之
ご
異
る
も
の
が
あ
る
。

に
秩
序
を
規
定
し
、
統
制
を
行
ふ
。
従
て
國
民
社
會
に
於
て
は
、
原
則
さ
し
て
園
憫
相
互
の
間
に
水
平
的
闘
係
ご
共
に
垂

第

七

巻

第

二

肇

六
四



紋

海

概

念

に

就

て

9

、

第

七

巻

二
七

、第

二

・撃

六
五
＇ 

場
合
の
政
治
的
な
る
そ
の
行
政
主
脳
部
が
規
則
の
遂
行
の
た
め
に
、

7
 
ー

A
n
s
旦
g
百
”qic,b

で
あ
る
」
。

9

9

.

,
 

従
て
國
家
は
、

正
嘗
な
る
物
理
的
強
制
の
獨
占
の
獲
得
さ
、

他
方

れ
ば
「
國
家
は
、

正
賞
な
る
物
理
的
強
制
の
獨
占
を
有
効
に
要
求
す
る

的
強
制
に
求
む
る
見
方
の
代
表
的
な
る
も
の
と
し
て

マ
ク
ス

ウ
ェ
ェ
バ
ア
の
説
を
畢
げ
得
る
で
あ
ら
う
。
彼
に
よ

よ
り
し
て
も
明
ら
か
で
あ
ら
う
。

此
目
的
に
よ

祉
會
的
強
制
は
祉
會
組
織
の
あ
る
所
に
は
必
す
存

箪
に
計
合
的
強
制
を
意
味
す
る
か
、
武
力

ウ） Weber,M.'-''irtschaft u. Gesellschaft. S29, 

仮
に
國
家
内
容
設
さ
呼
ぶ
。
國
家
手
段
説
ぱ
圃
家
は
如

個
で
あ
り
、

叉
常
に
上
位
圃
個
た
る
必
然
性
を
有
す
る
固
閥
で
あ
る
こ
ピ
之
で
あ
る
。

着
目
す
る
も
の
で
あ
り
、
之
を
固
家
手
段
説
さ
名
付
け
て
お
く
。

し
む
る
見
方
に
二
つ
あ
る
。
．
ー
は
國
家
の
使
用
す
る
手
段
の
特
殊
性
に

國
家
の
統
制
を
他
の
園
髄
の
統
制
か
ら
岡
別
せ

他
ぱ
國
家
が
獨
特
の
目
的
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
事
に

基
く
。
謂
は
ゞ
統
制
の
内
容
の
差
異
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
り
、

何
な
る
任
務
を
も
遂
行
し
得
、
従
て
目
的
よ
り
そ
の
本
質
を
規
定
す
る
事
の
不
可
能
を
認
め
、

特
殊
性
即
ち
國
家
が
強
制
を
用
ふ
る
黙
に
求
め
る
。
勿
論
此
強
制
の
内
容
が
、

を
背
景
さ
す
る
物
理
的
統
制
で
あ
る
か
に
よ
り
て
共
説
も
叉
分
れ
る
。

閻
家
の
特
質
を
共
手
段
の

在
す
る
。
蓋
し
祉
曾
組
織
は
一
定
の
目
的
に
よ
り
て
秩
序
立
て
ら
れ
た
る
相
互
作
用
の
様
式
で
あ
る
以
上
、

る
規
律
は
祉
會
的
強
制
を
伴
ふ
か
ら
で
あ
る
。

の
関
罷
に
も
存
在
す
る
。
こ
の
事
は
如
何
な
る
関
開
も
、
自
己
保
存
上
そ
の
内
部
に
統
制
を
加
へ
、

従
て
社
會
的
強
制
は
、
箪
に
閾
家
に
の
み
固
有
な
る
も
の
で
は
な
く
、
他

此
祉
會
的
強
制
に
武
力
を
附
け
加
へ
る
事
に
よ
り
て
國
家
の
特
質
を
誅
明
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。

秩
序
を
維
持
す
る
事

國
家
の
本
質
を
物
理



如
何
な
る
園
開
に
も
共

政

治

甑

念

に

就

て

に
於
て
政
治
的
な
る
ビ
ぢ
g
l
t
s
b
e
t
r
i
e
b

~
意
味
す
る
。
而
し
て
國
家
の
特
徴
は
、

Anstalt
は
合
理
的
（
計
劃
的
）
に
設
け
ら
れ
た
る
組
粒
を
有
す
る
圏
骰
で
あ
リ
、

Betrieb
は
持
絞
的
目
的
活
動
を
i

・
品
味
す
る
。

而
し
て
ウ
ェ
ェ
パ
ア
は
圏
怜
を
事
寅
行
総
に
よ
り
て
説
明
す
る
が
故
に
、
政
治
的
な
る

Anstaltsbetrieb
は
政
治
胴
憫
の
合
理

性
及
ひ
持
紺
性
を
示
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
此
政
治
圏
骰
の
特
質
は
、
そ
れ
が
使
用
す
る
手
段
た
る
物
理
的
統
制
に
あ
り
、
従

て
政
治
園
罷
は
國
家
を
そ
の
中
に
含
む
よ
り
炭
い
紅
味
の
園
的
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
故
に
政
治
囮
骰
で
あ
る
黙
に
國
家
の

特
質
は
存
在
し
な
い
．
J

さ
て
正
賞
な
る
物
理
的
強
制
の
獨
占
の
要
求
の
賓
現
が
國
家
の
本
質
を
示
し
得
る
や
否
や
に
就
て
考
察
を
加
へ
よ
う
。

先
づ
物
理
的
強
制
に
就
て
見
れ
ば
、
物
理
的
強
制
が
武
力
を
事
寅
上
、

の
み
が
之
を
用
ふ
る
様
に
見
え
る
。
け
れ
ざ
も
國
家
以
外
の
他
の
圏
骰
に
於
て
も
か
＼
る
物
理
的
強
制
を
用
ふ
る
事
が
な

い
で
あ
ら
う
か
。
秘
密
結
祉
、
侠
客
園
開
等
は
、
背
後
に
武
力
を
も
つ
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。

強
制
を
そ
の
手
段
さ
し
て
使
用
す
る
傾
向
が
強
い
。
更
に
物
理
的
強
制
は
、

れ
ば
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、

も
、
物
理
的
強
制
手
段
を
用
ふ
る
場
合
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
株
主
線
曾
、

物
理
的
強
制
ご
は
凡
そ
緑
遠
ぎ
も
の
ご
考
へ
ら
る
4
螢
利
園
俯
、
宗
教
閣
開
等
に
て

宗
門
會
議
に
於
け
る
封
立
派
の
一
方
が

共
意
志
貰
徹
の
た
め
に
武
力
的
強
制
を
用
ふ
る
軍
は
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
物
理
的
強
制
は
、

民
組
合
等
は
闘
争
を
目
的
に
釘
す
る
一
の
手
段
さ
し
、

必
要
な
る
場
合
に
痰
勁
し
得
る
可
能
性
が
あ

そ
れ
故
に
翠
固
な
る
圃
結
の
要
求
さ
れ
る
関
閥
で
あ
り
、
物
理
的

此
外
努
働
組
合
、
農

又
は
潜
在
的
に
伴
ふ
も
の
で
あ
る
以
上
｀
國
家

註

効
に
要
求
す
る
に
あ
る
。

正
裳
な
る
物
理
的
強
制
の
獨
占
を
有

第

七

巻

1

一
七
四

第

二

撃

六
六

18) Vgl. Weber, op. cit. S.28. 26. 29. 



あ
る
。
物
理
的
強
制
の
獨
占
さ
闘
聯
し
て
の
み
國
家
を
認
む
る
な
ら
ば
、

第

七

巻

二
七
五

第
二
亀
統

六
七

如
何
に
強
大
な
椛
力
を
持
つ
國
家
に
せ
よ
、
従

國
家
に
代
つ
て
か
4

る
強
制
を
獨
占
し
得
る
可
能
性
が

正
営
な
る
物
理
的
強
制
を
遂
行
し
た
事
は
ウ
ェ
ェ
バ
ア
自
身
認
む
る
所
で
あ

は
誌
に
述
べ
た
る
所
で
あ
る
。
た
と
へ

最
後
に
物
理
的
強
制
の
獨
占
に
就
て
見
よ
う
。

正
嘗
な
る
物
理
的
強
制
さ
は
物
理
的
強
制
が
有
効

る
語
の
内
容
が
明
確
で
は
な
い
が
、

の
で
あ
り
、
箪
に
國
家
が
屡
々
之
を
使
用
す
る
ミ
云
ふ
程
度
の
差
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

更
に
物
理
的
強
制
が
正
賞
な
る
事
に
よ
り
て
國
家
の
本
質
が
詮
期
さ
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
正
賞
性

(
L
e
g
i
t
i
m
i
t
a
t
)

な

恐
ら
く
服
従
者
の
自
痰
的
な
る
服
従
を
得
ら
る
L

事
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
さ

考
へ
ら
れ
る
。
例
へ
ば
-
支
配
の
正
賞
な
る
基
礎
、

）
 ，
 

ー

合
法
性

(
r
g
a
l
i
t
a
t
)

を
學
げ
た
の
は
、

即
ち
内
的
根
腺
こ
し
て
侮
統
(
T
r
a
d
i
t
i
o
n
)
、

支
配
を
裏
付
く
る
服
従
が
碑
げ
ら
る
ヽ
契
機
を
示
↓
た
も
の
で
あ
ら
う
。
若
し

正
嘗
性
の
意
味
が
自
褻
的
な
る
服
従
を
得
ら
る
上
事
に
あ
る
な
ら
ば
、

に
行
は
れ
得
る
事
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
故
に
未
だ
國
家
の
本
質
セ
説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。

物
理
的
強
制
の
可
能
性
は
、
國
家
の
み
が
獨
占
し
得
る
も
の
で
な
い
事

強
制
の
遂
行
の
獨
占
さ
云
ふ
意
味
に
し
て
も
、
物
理
的
強
制
を
遂
行
し
得
る
も

の
は
國
家
に
限
ら
な
い
。
家
族
、
氏
族
が
、

201 

る
。
戟
會
、
努
働
園
罷
も
國
家
の
物
理
的
強
制
の
遂
行
を
妨
げ
、

来
か
ヽ
る
國
家
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
國
家
の
存
在
の
否
定
に
導
く
結
果
さ
な
る
で
あ
ら
う
。

今
ま
で
國
家
の
特
質
を
其
手
段
に
よ
り
て
規
定
す
る
事
が
如
何
に
困
難
で
あ
る
か
を
見
て
来
た
。
轄
じ
て
國
家
の
特
質

政

治

概

念

に

就

て

．．
 

通
な
る
も
の
で
何
等
國
家
の
特
微
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

威
光
(
C
h
a
r
i
s
m
a
)

そ
れ
は
如
何
な
る
園
個
も
統
制
を
行
ふ
た
め
に
用
ひ
得
る
も

19) Weber, M. Politik als Beruf, Gesammelte Politische Schriften S. 398. 
20) Weber, Wirtschaft. S. 2.9. 



國
家
の
本
質
セ
階
級
支
配
の
機
脳
さ
考
ふ
る
事
に
は
疑
問
を
も
つ
。

既
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
も
認
め
て
ゐ
る
様
に
、
血
縁
、
偲

現
寅
の
國
家
が
階
級
利
益
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
ゐ
る
事
は

一
般
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
専
賓
で
あ
る
。

け
れ
ざ
も

規
範
的
立
場
を
除
い
て
考
ふ
れ

第
二
の
解
繹
が
階
級
國
家
観
で
あ
る
な
ら
ば

殿
級
に
よ
る
他
の
糀
級
の
搾
取
を
目
的
さ
す
る
も
の
で
は
な
く
、
同
家

は

此
第
二
の
見
方ー2

 

後
に
楷
級
支
配
の
道
具
こ
な
る
事
を
説
明
す
る

家
は
階
級
支
配
を
目
的
こ
す
る
組
織
で
あ
る
さ
す
る
見
方
。
他
方
、

國
家
は
始
め
特
殊
の
目
的
の
下
に
成
立
す
る
組
織
で

即
ち
一
方
、
國

に
就
て
論
す
る
。

想
の
寅
現
者
さ
見
倣
す
形
而
上
學
的
理
想
主
義
國
家
観
、
又
経
瞼
的
に
國
家
ビ
全
開
社
會
と
を
同
一
親
す
る
國
家
観
の
考

政

治

概

念

に

就

て

は
國
家
の
目
的
内
容
か
ら
説
明
し
得
ら
れ
る
か
否
か
を
考
察
し
よ
う
。
叙
述
の
簡
酪
を
期
す
る
た
め
に
、

察
を
省
き
、

こ
4

に
は
近
代
的
國
家
學
説
の
主
流
を
な
す
階
級
國
家
観
さ
多
元
的
國
家
論
に
於
け
る
國
家
本
質
観
の
大
要

國
家
を
以
て
階
級
支
配
の
逍
具
ご
見
る
陪
級
國
家
賎
に
就
て
は
、
二
つ
の
異
る
解
繹
が
成
立
し
得
る
。

あ
る
に
し
て
も
、
階
級
の
出
現
さ
共
に
國
家
の
本
質
も
階
級
支
配
を
内
容
ご
す
る
に
至
る
さ
す
る
見
方
。

ェ
ン
ゲ
ル
ス
が
國
家
の
成
立
を
社
曾
の
防
衛
目
的
に
求
め
な
が
ら
、

場
合
に
認
め
ら
れ
、

又
ア
ド
ラ
ア
が
、
國
家
は
、

は
箪
に
搾
取
の
公
法
的
形
態
で
あ
る
さ
な
す
貼
に
も
第
二
の
見
方
の
解
繹
が
許
さ
れ
る
可
能
姓
｀
あ
る
で
あ
ら
う
。
若
し

閉
級
國
家
観
さ
他
り
國
家
観
さ
の
間
に
は
著
し
き
差
異
は
存
在
し
な
い
で

あ
ら
う
。
蓋
し
現
寅
OJ
刷
家
が
階
級
支
配
を
内
容

tこ
す
ろ
事
を
否
定
す
る
國
家
躾
詑
は
、

ば
、
少
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
第
一
の
見
方
に
於
け
る
階
級
固
家
観
の
み
が
獨
自
の
國
家
観
を
な
す
。

第

七

巻

二
七
六

第

二

，
鼠國

家
を
最
高
理

六
八

21)佐野文雄氏繹ェンゲルスフォイエルパッハ論 144頁．
22)山本琴課マック不・アドラアーマルキシズム國系観改造文庫 107頁．



政

治

概

念

に

就

て

そ
の
目
指
す
所
の
目
的
に
あ
る
。

い
。
而
し
て
之
等
の
詣
園
個
ご
同
様
に
部
分
社
曾
と
し
て
の
國
家
は
、

第

七

巻

二
七
七

第

二

競

六
九

人
々
を
し
て
國
家
に
服
従
せ
し
め
、

園
個
と
を
冥
別
す
る
も
の
は
、

人
々
の
合
意
、
承
認
に
基
い
て
成
立
す
る
も
の
で

宗
教
等
の
間
個
さ
何
等
異
る
も
の
で
は
な

れ
故
に
此
個
人
の
合
意

承
認
の
存
す

る
所
椛
力
も
叉
存
在
す
る
。

他
方
に
於
て
、

國
家
は
人
間
相
互
の
多
面
的
諸
闊

承
認
に
よ
り
て
得
ら
れ
る
。

そ

家
の
樅
力
を
個
人
の
服
従
に
依
存
せ
し
め

あ
ら
う
か
。
勿
論
こ

の
事
は
倫
證
の
問
題
で
な
く
、
求
賓
の
認
識
如
何
に
島
す
る
事
柄
で
あ
る
。

椛
力
ご
個
人
の
服
従
を
階
級
の
抑
黙
ご
云
ふ
卜
か
ら
下
へ

の
闘
係
に
求
め
る

e
云
ひ
得
る
な
ら
ば
、
多
元
的
國
家
観
は
國

謂
は
ば
下
か
ら
上
へ
の
闊
係
に
よ
り
て
説
明
す
る
さ
云
ひ
得
よ
う
。

多
元
的
国
家
倫
に
よ
れ
ば
、
椛
力
の
根
源
は
服
従
に
あ
り
、
此
服
従
は
個
人
の
合
意
、

係
の
中
の
一
部
を
示
す
も
の
に
過
ぎ
す
、
従
て
部
分
社
倉
さ
し
て
は
、
親
消
、

あ
る
。
そ
れ
故
に
國
家
ご
之
等
詣
圏
個
の
間
に
は
、
樅
力
の
黙
に
就
て
内
在
的
に
差
異
は
存
在
し
な
い
。

劫

ラ
ス
キ
は
歴
史
上
の
国
家
が
階
級
支
配
を
内
容
と
す
る
こ
さ
を
認
む
る
さ
共
に
、

國
家
さ
他
の
諸

朗
級
同
家
観
が
國
家
の

般
大
衆
の
勢
力
の
増
大
せ
る
現
代
に
於
て

國
家
は
な
ほ
共
地
位
セ
繊
綾
し
て
維
持
す
る
だ
け
の
服
従
を
捧
げ
ら
る
し
で

の
組
織
と
し
て
の
閏
家
が
成
立
し
得
る
可
能
性
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。

さ
も
、

そ
れ
は
國
家
の
本
筑
に
さ
り
て
は
第
二
次
的
な
る
も
の
で
あ
る
。

配
の
道
具
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
若
し
同
家
の
目
的
が
階
級
支
配
で
あ
る
な
ら
ば
、

利
盆
社
會
化
の
程
度
の
発
逹
し、

若
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
國
家
の
本
質
は
階
級
支

た
こ
へ
後
に
此
組
織
が
階
級
支
配
を
内
容
さ
す
る

統
、
文
化
を
共
通
に
す
る
共
同
社
曾
を
地
盤
こ
し
て
、

そ
の
社
會
の
外
部
又
は
内
部
に
封
す
る
秩
序
維
持
の
た
め
に
特
定

23) Laski, H. J. Introduction to Politics p. ~O ff. 



現
す
る
園
罷
が
口
取
も
優
越
的
樅
力
を
有
す
る
圏
開
で
あ
り
、

而
も
中
泄
キ
リ
ス
ト
教
會
の
例
に
見
る
如
く
、
國
家
が
常
に

最
も
よ
く
紺
會
の
幸
輻
を
賓

考
へ
は
、
何
等
國
家
に
本
質
上
優
越
的
地
位
を
認
む
る
も
の
で
は
な
く
、
事
寅
上
の
優
越
の
根
披
セ
示
し
た
の
で
あ
ら

更
に
ラ
ス
キ
の

敷
者
の
利
益
の
た
め
に
利
用
ぅ
れ
る
事
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
以
上
、
國
家
の
市
賓
上
の
優
越
的
地
位
を
確
保
せ
し
む
る
社

國
家
が
少

社
會
の
服
従
は
得
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
。

應
じ
て
種
々
に
菱
化
す
る
で
あ
ら
う
。

政

治

概

念

に

就

て

第

二

琥

國
家
を
し
て
他
の
圏
憫
に
優
越
す
る
椛
力
を
も
た
し
む
る
理
由
を
そ
の
目
的
に
求
む
る
。
即
も
彼
に
よ
れ
ば
「
國
家
と
は

大
衆
を
し
て
最
大
可
能
の
範
園
に
於
て
、
祉
會
の
幸
輻
を
賓
現
せ
し
む
る
一
組
織
で
あ
る
」
「
國
家
さ
は
、
か
く
し
て
人

間
が
協
同
生
活
の
向
上
を
目
差
し
て
作
る
関
個
で
あ
る
」
。
そ
れ
故
に
少
数
者
が
國
家
に
よ
り
て
共
利
盆
を
賓
現
す
る
に
し

て
も
、
尚
根
底
に
於
て
國
家
が
他
の
固
罷
よ
り
は
一
店
よ
く
耽
會
の
幸
輻
を
闘
る
の
で
な
け
れ
ば
、
他
の
圃
髄
に
封
す
る

さ
て
ラ
ス
キ
の
説
に
於
て
問
題
さ
な
る
の
は
祉
曾
の
幸
輻
の
内
容
で
あ
ら
う
。

而
し
て
國
家
が
他
の
間
俯
に
比
較
し
て
最
も
よ
く
祉
曾
の
幸
輻
を
園
る
園
個
で
あ

る
こ
如
何
に
し
て
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
か
C

此
事
が
明
確
に
さ
れ
ざ
る
以
上
、

國
家
の
優
越
な
梱
力
が
共
證
握
だ
さ
答
ふ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
循
環
論
醗
に
陥
る
外
は
な
い
。
然
も
歴
史
上
、

會
の
南
輯
が
何
で
あ
る
か
が
明
示
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
固
家
の
優
越
的
樅
力
は
説
明
さ
れ
得
な
い
。

う
。
蓋
し
｀
社
・
曾
の
南
輻
を
賓
現
す
る
程
度
に
應
じ
て
関
鞘
石
樅
力
に
相
違
が
あ
る
以
上
、

最
も
よ
く
社
曾
の
幸
輻
を
賞
現
し
優
越
的
梱
力
を
も
つ
さ
は
限
ら
な
い
か
ら
。

優
越
的
地
位
を
獲
得
出
来
な
い
で
あ
ら
う
。

社
會
の
幸
輻
は
文
化
の
痰
逹
の
程
度
に

第

七

巻

二
七
八

七
〇

24)市村今朝蔵氏諜ラスキ政治學範典世界大、思想仝集 10頁．， cf.Laski. op. 
cit. p. 31 —32. 

25)市村氏繹前掲書 18頁．



第

七

巻

二
七
九

第

二

蒙

七

本
質
上
何
等
が
＼
る

國
家
が
本
質
上
他
の
関
罷
に
優
越
す
る
梱
力
を
も
つ
事
を
否
定
す
る
こ

彼
の
描
く
将
来
の
社
會
紐
織
に
於
て
は
國
家
か
ら
此
機
能

は
事
寅
上
國
家
が
優
越
的
地
位
に
あ
る
事
を
示
し
て
ゐ
る
。

け
れ
ざ
も
コ
ー
ル
は
、
本
来
部
分
社
會
さ
し
て
の
國
家
は

唯
重
要
な
る
秤
類
の
活
動

コ
オ
ル
も
ラ
ス
キ
さ
阿
様
に
、
國
家
が
階
級
支
配
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
事
を
認
め
な
が
ら
、

て
）
全
開
廊
會
の
た
め
に
、
共
同
の
目
的
を
表
明
し
且
つ
共
同
の
活
動
を
入
曲
顧
す
る
た
め
に
存
在
す
る
虚
の
統
活
機
闘
で

あ
る
L‘

「
國
家
は
全
憫
社
會
の
線
て
の
所
局
員
に
平
等
に
且
つ
同
じ
方
法
で
闘
係
す
る
虚
の
、

集
圃
的
活
動
の
極
め
て
重

要
な
る
種
類
を
遂
行
す
る
た
め
に
存
在
す
る
。
人
々
を
し
て
他
の
集
園
に
所
届
せ
し
む
る
炭
の
他
の
種
類
の
活
動
に
釘
し

て
は
、
他
の
形
態
の
部
分
社
會
が
必
要
で
あ
る
」

コ
オ
ル
は
、
國
家
が
他
の
集
関
に
野
し
て
専
賓
卜
傍
越
す
る
軍
を
認
む

る
｀
け
れ
ざ
も
何
が
固
家
を
し
て
此
優
越
的
地
位
を
確
保
せ
し
め
た
か
に
就
て
の
明
確
な
る
説
明
は
典
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。

練
て
の
部
分
祉
會
は
、
全
個
社
會
の
一
部
さ
し
て
並
列
的
地
位
に
あ
る
さ
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

を
遂
行
す
る
が
故
に
國
家
は
他
の
圏
開
に
優
越
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。

か
＼
る
重
要
な
る
活
動
さ
し
て
、
現
在
の
國
家
が

281 

部
分
祉
會
相
互
間
の
闘
係
を
調
節
す
る
調
整

(
C
o
'
o
r
d
i
n
a
t
i
o
n
)
の
機
能
を
螢
む
事
が
睾
げ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
此
機
能

か
し
る
調
盤
機
能
を
保
有
す
べ
ぎ
妾
格
あ
る
も
の
で
は
な
く
、

，
 

を
剥
奪
し
よ
う
さ
す
る
。
そ
れ
故
に
コ
オ
凡
は
、

も^
見
ら
れ
よ
う
。

ラ
ス
キ
及
ひ
コ
オ
ル
が
、
國
家
が
事
賓
上
、
他
の
圏
罷
に
到
し
優
越
的
梱
力
を
保
持
す
れ
ど
も
、

政

治

概

念

に

就

て

業
質
が
そ
れ
以
外
に
存
在
す
る
項
を
設
明
す
る
。

彼
に
よ
れ
ば
「
國
家
は
（
共
園
開
の
外
部
及
び
内
部
の
脳
係
に
於

な
ほ
根
底
に
於
て
國
家

26) Cole, G. D. H. Self-Government in Industry p. 119--t:.o. 
27) Cole, op. cit, p. 130. 
お） Cole,Social Theory p. 88. 
四） Cole,Social Theory p.101. 



す
、
な
ほ
一
面
的
で
あ
る
ミ
本
ふ
批
難
を
受
け
る
で
あ
ら
う
。

し
な
か
っ
た
様
に
息
は
れ
る
3

そ
れ
故
に
、

資
格
を
も
ち
得
な
•
い
さ
す
る
に
反
し
、

國
家
が
他
の
圏
個
に
封
し
擾
越
的
樅
力
を
も
つ
事
を
認
む
る
。

も
の
で
あ
る
。

部
に
於
け
る
圃
家
ご
他
の
圃
個
>
こ

の
相
互
の
闘
係
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
た
事
は
、

政

油

概

念

に

就

て

社
曾
に

此
機
能
の
故
に
國
家

マ
ク
イ
ヴ
ア
に
よ
れ
ば
、ゅ

相
互
間
の
調
盤
の
機
能
を
螢
む
機
闘
で
あ
り
、
共
同
社
曾
の
終
局
的
調
盤
者
で
あ
る
。
圃
家
が
か
＼
る
機
能
園
罷
さ
し
て

果
す
べ
き
第
一
の
、
而
し
て
又
特
殊
な
る
使
命
は
、
共
同
社
曾
に
於
て
必
要
な
る
一
般
秩
序
の
維
持
で
あ
る
。

維
持
す
る
た
め
に
共
同
祉
會
は
國
家
に
椛
力
を
典
へ
る
。
此
椛
力
は
そ
の
目
的
上
、

國
家
が
糾
持
す
べ
き
此
一
般
秩
序
は
、
主
さ
し
て
共
同
社
曾
内
部
の
秩
序
で
あ
る
。
勿
論
マ
ク
イ
ヴ
ア
は
、

相
互
の
封
立
、
抗
喰
を
説
明
し
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
彼
が
國
家
の
特
殊
機
能
を
考
察
す
る
場
合
に
、

國
家
の
本
質
に
閥
す
る
彼
の
説
は
充
分
に
注
目
さ
れ
る
に
値
す
る
に
も
拘
ら

等
し
く
刷
家
t

ぜ
部
分
祉
合
n

巴
見
な
が
ら
も
、

そ
の
本
質
に
就
て
更
に
徹
底
せ
る
分
析
を
試
み
た
る
も
の
は
高
田
博
士
の

説
で
あ
ら
う
。
博
士
に
よ
れ
ば
、
阿
家
の
極
小
限
の
姿
は
内
・
外
に
封
す
る
防
衛
の
組
織
で
あ
る
。

は
椛
力
の
獨
占
を
要
求
す
そ
而
し
て
か
L
る
固
家
の
椛
力
獨
占
の
要
求
の
充
足
を
可
能
な
ら
し
む
る
も
の
は
、

③
 

於
け
る
此
防
衛
の
組
織
を
維
持
し
よ
う
ご
す
る
意
志
で
あ
る
。
此
説
は
國
家
の
本
質
を
そ
の
目
的
に
求
め
よ
う
さ
す
る
見

國
家
の
封
外
的
機
能
の
特
殊
性
を
問
題
ゞ

重
黙
が
共
同
社
會
内

屎
々
國
家

他
の
園
開
の
植
力
に
封
し
優
越
す
る

此
秩
序
を

國
家
は
共
同
社
會
内
の
各
結
社

JO) Maciver, R. M. Community p. 46-47. 
31) Maciver, The Modern State p. 184. 
32)高111ft馬博士國家と階級 7ー8頁
33)同 13頁

同
じ
く
多
元
的
國
家
論
を
奉
す
る
マ
ク
イ
ヴ
ア
は

第

七

巻

ニ
八
〇

第
1

一

聾

七

二

國
家
の
特
殊
的
目
的
よ
り



政

治

概

念

に

就

て

第

七

巻

ニ
八

・
方
の
最
も
徹
底
し
た
る
も
の
で
あ
り
、
我
々
も
此
説
に
左
祖
す
る
。

固
家
の
命
令
に
服
す
べ
ぎ
地
位
に
あ
り
な
が
ら
、
な
ほ
自
己
の
防
衛
糾
織
を
も
つ
開
開
が

あ
る
様
に
見
え
る
。
封
建
國
家
に
於
け
る
諸
候
、
聯
合
國
家
内
の
分
肢
賑
が
共
例
さ
し
て
睾
げ
ら
れ
る
1

然
し
之
等
詣
候
、

分
肢
國
の
防
衛
糾
緞
は
、
賀
は
固
家
の
防
衛
躙
緑
に
他
な
ら
ぬ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

國
家
セ
維
持
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、

國
家
の
存
立
の
危
機
は
之
等
の
防
衛
組
織
を
し
て
固
家
の
防
衛
に
裳
ら
し
む
る
か

は
一
國
家
の
中
に
於
け
る
諸
候
、
分
肢
國
た
る
も
の
で
は
な
く
一
の
獨
立
固
家
を
形
成
す
る
。

防
衛
組
織
は
未
だ
成
立
し
て
ゐ
な
い
。
固
家
を
一
員
さ
す
る
國
詑
聯
照
、
常
設
固
際
裁
判
所
等
の
間
閥
は
、

は
、
國
家
活
動
の
一
部
セ
統
制
し
得
る
も
、
諸
固
家
を
打
つ
て

一
丸
ご
す
る
防
衛
組
織
た
り
得
な
い
。
之
等
稲
々
の
圏
憫
、

又
中
泄
の
数
會
等
の
例
に
よ
り
て
も
推
定
し
得
ら
る
ヽ
様
に
｀

則
さ
し
て
は
、
固
家
は
防
衛
組
織
の
故
に
優
越
的
椛
力
を
も
つ
。

最
後
に
、
國
家
の
本
質
さ
し
て
地
域
問
憫
た
る
性
質
が
あ
げ
ら
れ
得
る
か
に
就
て
簡
箪
に
述
べ
よ
う
。

云
ふ
意
味
は
、
國
家
が
地
緑
を
契
機
さ
し
て
成
立
せ
る
園
開
で
あ
る
か
、

も
の
で
あ
る
か
で
あ
る
。
國
家
が
地
緑
計
會
で
な
い
事
は
、
接
績
地
域
に
於
て
複
数
の
同
家
が
成
立
す
る
恵
、

第

二

戟

-L・ 

此
地
域
園
個
ご

．
 

箪
に
一
定
地
域
内
で
固
家
の
組
織
が
妥
嘗
す
る

又
懸
隔
せ

國
家
の
椛
力
は
種
々
な
る
制
肘
を
受
け
る
。
け
れ
ざ
も
原

現
在
に
於
て

諸
候
、
分
肢
國
は
、
い
は
ゞ
地
方
分
椛
的
勢
力
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

而
し
て
他
方
に
於
て
同
家
を
包
描
す
る
如
き

従
て
一
國
家
内
に
於
け
ろ

ら
で
あ
る
。
若
し
謡
候
、
分
肢
國
が
國
家
の
命
に
服
せ
す
、
然
も
原
則
ご
し
て
防
衛
判
織
を
維
持
す
る
に
至
れ
ば
、

そ
れ

壺
し
詣
候
、
分
肢
國
が
少
く
ご
も

然
し
な
が
ら
國
家
以
外
に



に
努
力
す
る
。
け
れ
ど
も
國
家
以
外
の
厭
佃
が
此
目
的
の
た
め
に
不
適
裳
で
あ
る
の
は
、

一
定
地
域
内
の
全
員
を
そ
の
成
員
さ
す
る
も
の
で
は
な
い
が
故
に
、

外
の
者
を
統
制
し
得
す
従
て
成
員
外
の
者
に
よ
る
秩
序
の
攪
饉
は
之
を
防
衛
し
難
い
黙
に
あ
る
。

．何
故
に
、
、’£
 

9
J
 

残
る
。

叉
如
佃
に
し
て
、

一
定
地
域
内
の
全
員
を
そ
の
構
成
員
と
し
て
有
し
、

の
構
成
員
に
封
し
原
則
的
に
は
一
律
に
普
遍
的
に
妥
賞
す
ぺ
く
要
請
せ
ら
れ
て
存
在
す
る
が
故
に
、

り
以
上
に
平
和
、
秩
序
の
盤
序
維
持
に
封
す
る
能
力
が
あ
る
C

そ
れ
故
に
箪
に
國
家
を
防
衛
の
紺
緑
さ
云
ふ
の
み
で
は
、

か
く
の
如
き
機
能
が
國
家
の
み
に
典
へ
ら
れ
、

會
さ
し
て
の
園
家
は
他
の
部
分
祉
會
に
比
較
し
て
、

他
の
社
合
に
は
承
認
さ
れ
な
い
か
の
問
題
が

固
家
は
他
の
社
會
よ

國
家
の
法
が
そ

他
方
に
於
て
、
部
分
社

的
の
た
め
に
此
努
力
が
制
限
さ
れ
る
さ
共
に

成
員

之
等
の
園
開
は
自
己
固
有
の
目

す
る
説
が
あ
る
C

共
要
旨
は
次
の
如
し
。

一
方
に
於
て
、
國
家
以
外
の
関
開
も
、
平
和
．
ご
秩
序
ビ
の
防
衛

味
の
地
域
圏
個
で
あ
ら
う
。
従
て
國
家
の
本
質
は
地
域
的
園
閥
た
る
勁
に
は
な
い
。
け
れ
ざ
も
、

叉
防
衛
の
た
め
の
協
働
も
一
定
の
地
域
セ
豫
定
す
る
事
な
く
し
て
は
之
を
求
め
得
な
い
。
そ

3
 

れ
故
に
防
衛
組
織
た
る
国
家
は
一
定
地
域
に
結
び
付
く
。

國
家
が
地
域
祉
會
た
る
事
に
甫
黙
を
置
い
て
、

さ
る
ぺ
き
地
域
が
確
定
し

そ
れ
よ
り
國
家
の
治
安
目
的
と
し
て
の
秩
序
の
機
能
を
導
き
出
さ
う
さ

確
保
の
た
め

防
衛
の
目
的
に
は
防
衛

の
み
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
。

る
地
城
も
征
服
に
基
き
て
一
國
家
を
形
成
す
る
事
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
•
更
に
二
定
地
域
内
で
妥
嘗
す
る
組
織
は
、
國
家

一
定
地
域
の
制
限
の
下
に
成
立
す
る
赤
業
紺
合
、
同
業
組
合
、

政

治

概

念

に

況

て

第

七

巻

1
r
、
―l
.J
 

農
曾
等
皆
此
意
．

第

二

辣

七
四

34)高『博士前掲書 10- 11頁
.35)堀豊彦数授國家目的論の考察豪北帝大政限科研究年報第三輯笞ー忽法
行政治節 102- 103頁

36)堀数授前褐論文 110- 111頁



政

治

概

念

に

就

て

六

政

治

概

念

の

規

定

の
で
あ
ら
う
か
。
更
に
地
域
社
會
さ
し
て
の
固
家
は
、

る
事
は
、

第

七

巻

第

二

琥

七
五

目
的
を
豫
想
せ
す
し
て
、
闇
開
従
て
又
共
楊
成
員
の

そ
の
事
に
よ
り
て

し
か
も
闊
開
が

い
ま
問
題
セ
國
家
の
地
域
社
會
た
る
性
質
こ
そ
の
機
能
さ
の
閥
係
に
限
定
し
て
論
じ
よ
う
。
第
二
の
問
題
。

れ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
他
の
社
會
に
か
く
の
如
き
機
能
の
な
い
の
は
掌
然
で
あ
ら
う
。
か
く
の
如
苔
目
的
を
も
つ
組
織

國
家
の
み
が
地
域
社
合
で
な
い
事
は
暫
く
措
い
て
も
、
國
家
が
地
域

社
會
た
る
が
故
に
平
和
、
秩
序
の
機
能
を
も
つ
に
適
す
る
さ
見
る
の
は
、

の
機
能
を
決
定
す
る
さ
考
ふ
る
事
を
意
味
す
る
。

蓋
し
、
國
家
の
成
立
な
く
し
て
は
國
家
が
一
定
地
域
を
占
む
る
こ
さ
は

確
定
し
得
ら
れ
な
い
か
ら
。
箪
に
接
績
地
域
に
定
住
す
る
事
の
み
で
は
國
家
は
成
立
し
な
い
で
あ
ら
う
。

成
立
す
る
に
は
特
定
の
目
的
セ
橡
想
す
る
さ
す
れ
ば
、
そ
の
場
合
に
果
し
て
如
何
な
る
目
的
に
よ
り
て
同
家
は
成
立
し
た

他
の
社
合
に
比
較
し
て
一
定
地
域
内
の
全
部
の
者
を
構
成
員
さ
す

國
家
の
防
衛
の
目
的
を
維
持
し
よ
う
さ
す
る
意
志
に
基
く
夫
等
の
人
々
の
國
家
に
討
す
る
服
従
を
示
す
か
、

は
此
服
従
に
基
く
國
家
椛
力
に
よ
り
強
制
さ
れ
て
樗
成
員
に
加
へ
ら
れ
る
こ
さ
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

國
家
が
防
衛
の
目
的
に
適
す
る
も
の
さ
な
る
の
で
は
な
い
さ
思
ふ
。

決
定
は
如
何
に
し
て
行
は
れ
る
で
あ
ら
う
か
。

序
の
た
め
の
組
織
を
防
衛
の
絹
織
と
同
じ
内
容
を
も
つ
と
す
れ
ば
、

ニ八＝＝

又

國
家
が
既
に
地
域
社
會
さ
し
て
成
立
し
て
後
そ

を
國
家
さ
名
付
け
る
に
過
ぎ
な
い
。
第
一
の
問
題
。

共
同
社
會
に
於
て
國
家
は
此
目
的
の
た
め
に
網
織
さ

平
和
、
秩



い
。
か
く
し
て
國
家
が
そ
の
園
骰
の
使
命
セ
賓
祝
す
る
に
は
、

な
い
。
そ
れ
故
に
固
家
は
、
そ
の
使
命
遂
行
の
た
め
に

他
の
穂
ゆ
る
固
開
に
於
け
る
さ
同
様
に
、
國
家
の
活
動
範

先
づ
防
衛
施
設
の
内
容
及
び
程
度
-
ぜ
判
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

斐
遜
に
伴
ひ
て
焚
化
す
る
も

0
で
あ
る
。
叉
同
一
時
代
に
就
て
見
て
も
、

防
衛
施
設
に
就
て
明
確
な
る
規
準
な
る
も
の
は

國
家
が
防
衛
組
織
で
あ
る
に
し
て
も
、
防
衛
施
設
の
内
容
は
、
何
等
固
定
的
な
る
も
の
で
は
な
く
、
社
會
的
、
文
化
的

が
、
政
治
現
象
の
全
般
的
解
明
に
あ
る
の
で
は
な
く

第
一
の
問
題
に
就
て
は
、
本
稿
の
目
的

の
で
は
な
い
か
。

現
象
以
外
法
現
象
を
含
む
さ
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

の
相
互
の
賜
係
、
夫
々
の
地
位
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
二
、

例
へ
ば
一
般
に
議
酋
に
脳
し
て
政
治
現
象
が
含
じ
ら
る
ヽ
が
如
ぎ
。
第
三
、
國
家
の
活
動
な
ら
ざ
る
部

分
に
就
て
政
治
現
象
ご
見
倣
さ
る
＼
活
動
は
如
何
に
説
明
す
べ
き
か
。

此
中
、

箪
に
政
治
の
本
質
の
考
究
に
あ
る
以
上
、
之
を
省
略
す
る
事
が
許

さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
従
て
以
下
第
二
、
弟
三
の
問
題
を
命
践
し
よ
う
。

鼠
家
活
動
の
一
部
が
特
に
政
治
現
象
で
あ
る

従
て
政
治
概
念
，
ぜ
充
分
に
明
確
な
ら
し
む
る
に
は
、
國
家
、

政
治
、
法

政

治

概

念

に

就

て

國
家
が
防
衛
の
機
能
セ
螢
む
特
殊
圏
閲
で
あ
る
以
上
、
此
特
殊
な
る
機
能
に
即
し
て
、

治
現
象
は
相
等
し
き
か
、
別
言
す
れ
ば
、

卒
直
に
云
へ
ば
、
同
家
は
政
治

け
れ
ど
も
政
治
概
念
を
明
確
な
ら
し
む
る
に
は
、

國
家
あ
る
所
政
治
あ
り
さ
考
へ
得
ら
れ
る
。

概
念
の
解
明
だ
け
で
は
充
分
で
は
な
く
．
『
更
に
次
の
消
極
的
問
題
が
答
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
一
、

政
治
現
象
は
國
家
現
象
の
線
べ
て
で
あ
る
か
。

以
上
の
如
き
精
極
的
政
治

同
家
現
象
さ
政

の
み
政
治
概
念
セ
樹
立
す
る
事
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

即
ち
固
家
さ
政
治
と
は
密
接
に
し
て
切
離
し
難
ぎ
皿
聯
が
あ

b

換
言
す
れ
ば
、
此
主
開
に
就
て

第

七

巻

ニ
八
四
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ふ

政

治

概

念

に

就

て

第

七

巻 今
の
場
合
に
於
て
は
國
家
の
本
質
に
闘

七
七

ニ
八
五

第

二

就

る
な
ら
ば
、
固
家
の
物
理
的
強
制
力
支
配
へ
の
参
典
が
固
有
の
、
又
は
狭
義
の
政
治
で
あ
り

か
4

る
参
典
の
能
力
に
斐

日
に
於
て
は
固
家
の
指
導
、

園
及
び
方
面
を
決
定
す
べ
き
所
謂
意
志
決
定
の
活
動
ミ
此
決
定
さ
れ
た
意
志
を
遂
行
す
る
活
動
が
必
要
で
あ
る
。

聯
に
置
か
れ
て
ゐ
る
。
學
問
上
の
概
念
構
成
が
日
常
の
開
瞼
か
ら
得
ら
る
＼
以
上
、

念
構
成
に
反
映
す
る
の
も
道
理
あ
る
こ
ビ
で
あ
る
。ヮ＂

又
は
指
導
へ
の
影
魯
」

を
意
味
す
る
。

政
治
圃
腔
、

れ
、
叉
は
國
家
内
に
於
け
る
人
間
媒
園
の
間
に
於
て
ゞ
あ
れ
、
椛
力
参
典

(
M
2
,
c
h
t
a
n
t
e
i
l
)

へ
の
努
力
、
又
は
椛
力
分
配

に
影
響
を
典
へ
よ
う
ご
す
る
努
力
で
あ
ろ
」
。
此
政
治
概
念
の
中
、
椛
力
分
配
に
影
糊
＂
を
典
へ
よ
う
さ
す
る
努
力
、
換
言
す

れ
ば
政
治
園
個
の
指
導
へ
の
影
響
は
、
統
治
椛
力
の
牧
奪
、
又
は
新
な
る
分
配
を
目
的
さ
す
る
活
動
で
あ
り
、
政
治
的
に

⑲
 

志
向
さ
れ
た

(
P
o
l
i
t
i
s
c
h
01 i
e
n
t
i
e
r
t
)

も
の
さ
呼
ば
れ
る
。
従
て
政
治
の
固
有
な
ろ
も
の
は
、
政
治
厭
罷
の
樅
力
ヘ
参
典

し
よ
う
さ
す
る
努
力
で
あ
る
。
之
を
具
罷
的
に
表
現
す
る
な
ら
ば
、
直
接
同
家
の
意
志
構
成
、
ウ
H

工
バ
ア
の
言
葉
を
借
り

化
を
典
へ
よ
う
ご
す
る
努
力
が
政
治
的
に
志
向
さ
れ
た
も
の
さ
な
る
。
ウ
ェ
ェ
バ
ア
の
政
治
概
念
は
、
特
殊
な
る
圏
俯
さ
し

て
の
政
治
園
開
と
の
闊
聯
に
於
て
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
。
け
れ
ざ
も
、

政
治
園
個
、

従
て
「
政
治
さ
は

國
家
相
互
の
間
に
於
て
ゞ
あ

マ
ク
ス
・
ウ
ェ
エ
バ
ア
に
よ
れ
ば
「
政
治
概
念
は

今

か
く
の
如
き
一
般
的
観
念
が
政
治
概

一
般
に
政
治
現
象
に
よ
り
て
議
會
の
活
動
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

そ
れ
程
議
曾
の
活
動
さ
政
治
現
象
ご
が
密
接
な
る
闘

の
何
れ
の
活
動
を
も
政
治
的
活
動
ビ
見
倣
す
べ
ぎ
か

叉
は
此
中
の
何
れ
か
を
以
て
政
治
的
活
動
さ
考
ふ
ぺ
ぎ
で
あ
ら
う
之
等

37) Weber, M. Politik als Beruf, S. 396. 
38) Weber, Politik. S. 397. 
39) Weber, Wirtschaft. S. 2.9. 



以
上
と
は
逆
に
、

然
し
な
が
ら
、
此
議

な
る
程
現
貨
に
於
て
は
、
固

國
家
の
活
動
で
は
な
い
。
之
を

政

治

概

念

に

就

て

七
八

す
る
彼
の
設
明
に
、
難
貼
が
存
在
す
る
事
は
前
に
述
べ
た
る
所
で
あ
る
。
今
此
貼
を
離
れ
て
考
察
を
進
め
よ
う
。
先
づ
ウ

工
工
バ
ア
の
政
治
概
念
は
、
國
際
政
治
ご
國
内
政
治
と
を
等
し
く
説
明
し
得
る
ゃ
否
ゃ
を
問
題
ご
し
よ
う
。

参
奥
の
た
め
の
努
力
、
換
言
す
れ
ば
政
治
関
開
の
意
志
決
定
の
側
に
あ
る
な
ら
ば
、

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
c

若
し
國
際
政
治
現
象
を
認
め
よ
う
さ
す
る
な
ら
ば
、

め
の
努
力
さ
云
ふ
如
き
國
家
意
志
構
成
過
程
に
よ
り
て
政
治
概
念
を
規
定
せ
す
に
、

概
念
規
定
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
、

以
上
の
事
ご
脳
聯
し
た
事
で
は
あ
る
が
、

典
竺
H
ふ
政
治
園
開
の
意
志
構
成
部
分
に
限
定
し
た
の
で
あ
ら
う
か
。

開
家
そ
の
も
の
を
以
て
政
治
さ
す
る

し
て
定
立
さ
れ
て
ゐ
る
以
上
、
何
故
に
そ
の
固
憫
活
動
の
一
側
面
の
み
を
特
に
政
治
的
現
象
と
な
す
の
で
あ
ら
う
か
。

貼
に
闘
す
る
ウ
H

工
バ
ア
の
説
明
は
見
出
さ
れ
得
な
い
様
に
恩
は
れ
る
。

な
ら
ば
、
主
罷
の
活
動
の
一
側
面
の
み
を
政
治
現
象
ご
な
す
理
由
は
あ
る
ま
い
。

此

國
家
意
志
棲
成
活
動
は
政
治
現
象
た
り
得
る
か
ご
云
ふ
事
が
問
題
さ
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら

う
。
そ
の
理
由
を
説
明
し
よ
う
。
國
家
意
志
構
成
活
動
は
國
家
の
活
動
の
前
提
で
あ
り
、

自
然
人
に
就
て
云
ふ
な
ら
ば
、
意
志
構
成
は
心
的
過
程
で
あ

b
、
人
間
の
行
為
で
は
な
い
。

家
の
意
志
構
成
は
そ
の
機
脳
た
る
議
會
に
よ

b
て
な
さ
れ
、
客
観
的
事
象
こ
し
て
示
さ
れ
て
ゐ
る
。

若
し
政
治
的
な
る
も
の
＼
特
質
が
、
モ
佃
に
あ
る

政
治
園
腔
が
他
の
園
個
ご
異
る
特
殊
な
る
圃
佃
さ

政
治
を
何
故
に
楠
力
参

統
一
的
樅
力
を
支
配
す
る
た

て
の
政
治
関
開
を
豫
想
す
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
ウ
：
エ
バ
ア
の
政
治
概
念
か
ら
は
同
際
政
治
現
象
を
排
除
し
な
け

政
治
現
象
は
統
一
的
楠
力
組
織
さ
し

政
治
が
椛
カ

第

七

巻

ニ
八
六

第

二

琥



さ
は
欠
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

・

政

治

概

念

に

就

て

第

七

巻

ニ
八
七

第

二

輩

七
九

一
開
さ
し

相
嘗
し
、

意
志
構
成
さ
意
志
貨
現
活
動

機
能
の
内
容
規
定
な
く
し
て
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

か
4
る
闊
係
は
、

文
化
現
象
さ
し
て
の
政
治
現
象
は
、

此
黙
に
於
て
経
齊
行
為

行
為
の
本
質
は
財
の
獲
得
に
盛
き
る
の
で
あ
る
。

會
に
よ
る
活
動
は
何
等
事
態
の
本
質
セ
示
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
あ
る
，ま
い
。

完
全
な
る
形
態
の
獨
裁
政
治
が
成
立
す
る
な
ら
ば
、
此
意
志
の
構
成
は
個
人
の
心
的
過
程
に
局
す
る
。

て
の
國
家
意
志
構
成
は
、
文
化
現
象
と
し
て
の
政
治
現
象
た
り
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。

の
獲
得
行
為
は
、
財
に
封
す
る
個
人
の
効
用
評
債
に
基
い
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ざ
も
、

演
行
為
た
ら
し
む
る
も
の
は
、
財
の
猥
得
行
為
で
あ
り
、
個
人
の
効
用
評
債
に
あ
る
の
で
は
な
い
。

此
行
為
の
動
機
さ
な
る
個
人
の
意
志
構
成
過
程
，
‘
こ
は
雌
係
が
な
い
。

＼
る
事
は
國
家
意
志
構
成
に
就
て
も
妥
裳
し
な
い
で
あ
ら
う
か
。

政
治
現
象
は
、
主
個
の
機
能
と
の
闘
聯
に
於
て
の
み
共
同
有
な
る
性
質
を
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

が
行
為
自
帽
の
側
に
そ
の
獨
自
性
を
有
し
、

的
に
重
要
で
あ
り
、
之
な
く
し
て
は
政
治
活
動
の
同
有
な
る
性
質
が
失
は
れ
る
。

ヵ

此
行
為
を
な
す
主
個
に
よ
り
て
鰹
溝
行
為
の
本
質
が
決
定
さ
れ
る
の
で
は
な

い
の
さ
は
趣
を
異
に
す
る
。
政
治
現
象
に
あ
り
て
は
、
主
開
の
機
能
従
て
叉
此
機
能
を
具
帽
的
に
規
定
す
る
こ
ご
は
決
定

網
贅
行
為
に
あ
り
て
は
財
さ
猥
得
行
為
さ
の
闘
係
に

一
を
欠
ぎ
て
は
経
溝
行
為
が
成
立
し
得
ざ
る
さ
同
様
に
、
政
治
現
象
に
於
て
も
、

而
し
て
之
等
二
つ
の
も
の
は
別
々
に
政
治
現
象
で
あ
る
の
で
は
な
く
、

換
言
す
れ
ば
、
経
痛

人
間
行
為
を
し
て
経

に
、
経
溝
行
為
に
就
て
説
明
し
よ
う
。
経
溝
行
為
は
交
換
で
あ
り
、

他
の
一
面
か
ら
見
れ
ば
財
の
獲
得
行
為
で
あ
る
。
財

此
黙
を
更
に
明
確
に
す
る
た
め

此
心
的
過
程
さ
し

若
し
個
人
に
よ
り
て
此
意
志
が
決
定
さ
れ
る



す
る
園
罷
で
あ
る
。

か
4

る
統
制
は
政
治
刷

近
代
閻
家
の
活
動
は

≫
 ヵ
4

る

政
治
活
動
が
人
々
相
互

及
び
第
二
次
的
意
味
に
於
け
る

個
さ
は
、
人
々
が
共
同
生
活
を
螢
む
上
に
於
て
、
社
曾
糾
織
を
必
要
さ
す
る
人
々
の
間
の
闘
係
セ
虚
理
す
る
事
を
目
的
ご

共
要
旨
は
次
の
如
し
。
政
治
園

政

治

概

念

に

就

て

て
政
治
現
象
を
構
成
す
る
こ
さ
、

財
ご
獲
得
行
為
が
互
ひ
に
他
を
論
理
的
に
内
包
せ
し
め
な
が
ら
一
開
フ
こ
し
て
経
窪
行
為

を
構
成
す
る
の
と
相
應
す
る
。
然
も
政
治
的
な
る
も
の
が
主
罷
の
特
殊
な
る
機
能
に
あ
る
以
上
、

す
る
意
志
構
成
は
政
治
現
象
に
と
り
軍
要
な
る
役
割
を
螢
む
も
の
で
あ
り
、

最
後
に
、
國
家
の
意
志
の
寅
現
活
動
の
部
分
に
政
治
現
象
を
認
め
よ
う
こ
す
る
例
を
考
察
し
よ
う
。

を
政
治
圏
個
の
機
能
し
求
め
な
が
ら
、
此
機
能
を
狭
く
限
定
す
る
が
故
に
、

政
治
的
な
る
も
の

政
治
棚
個
の
一
さ
し
て
の
國
家
の
活
動
の
全

部
で
は
な
く
、
箪
に
そ
の
一
部
の
み
を
政
治
現
象
さ
見
る
コ
オ
ル
の
誂
を
一
瞥
し
よ
う
C

か
く
の
如
き
政
治
園
個
は
、
國
家
及
固
家
内
に
於
け
る
地
方
園
閥
、

政
治
圃
開
こ
し
て
の
政
窯
共
他
の
園
個
で
あ
る
。
而
し
て
政
治
圃
開
の
機
能
に
閥
聯
し
て
政
治
活
動
は
、
共
同
生
活
を
螢
む

上
に
於
て
、
社
會
組
織
を
要
求
す
る
人
々
の
間
の
爛
係
に
祉
會
的
統
制
を
加
ふ
る
活
動
で
あ
る
。

の
闘
係
セ
統
制
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
固
家
の
活
動
は
之
に
雲
血
さ
る
も
の
で
は
な
い
。

政
治
活
動
以
外
、
他
の
脚
罷
セ
統
制
す
る
調
猿
活
動
及
び
経
齊
活
動
を
含
む
。
け
れ
ご
も
、

政
治
園
腔
、
従
て
又
政
治
的

な
る
も
の

4

規
定
が
、
共
阿
生
活
を
螢
む
た
め
の
人
々
相
互
の
間
の
闘
係
の
統
制
に
あ
る
以
上
、
•

罰
に
脹
ら
す
他
の
剛
個
も
行
ふ
も
の
で
あ
り
、
戟
殊
な
る
間
開
さ
し
て
の
政
治
関
節
の
特
質
た

b
得
な
い
。

國
家
を
以
て

へ
ら
る
L

の
は
理
由
あ
る
こ
'
,
J

で
あ
る
。

議
會
の
活
動
が
典
型
的
な
る
政
治
現
象
こ
考

此
機
能
の
内
容
を
決
定

第

七

巻

ニ
八
八

第

二

聾

八
〇

40) Cole, Social Theory p．ら7—€8.
41) Cole, Social Theory p. 8'>. 
42) Cole, Social Theory p. 85-88. 



見
ら
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ぱ
、

通
常
之
等
の
現
象
は
、
同
有
の
、

重
勘
の
置
く
所
が
異
る
に
過
ぎ
な
い
。
例
へ
ば
、
海
外
販
路
撰
張
政
策
、

第

七

巻

ウ
ェ
そ
＾
ア
に
あ
り
て
は
、

ば
、
そ
れ
に
應
じ
て
政
治
も
封
内
政
治
さ
封
外
政
治
さ
に
分
類
し
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

的
な
る
も
の
さ
到
外
的
な
る
も
の
こ
の
間
に
明
確
な
る
翫
別
が
存
す
る
の
で
は
な
い
。

ニ

八

九

第

二

輩

八し

第
三
の
問
題
。
國
家
の
意
志
構
成
と
そ
の
意
志
内
容
を
寅
現
す
る
活
動
が
、

一
罷
さ
し
て
の
國
家
の
活
動
で
あ
り
、

政

園
家
の
針
外
的
活
動
も
多
か
れ
、

外
政
の
分
類
は
何
等
明
確
な
る
分
類
で
は
な
く
、
箪
に

軍
備
縮
少
協
定
等
何
れ
も
封
外
的
活
動
で
あ

b

之
等
の
國
家
活
動
以
外
に
尚
政
治
現
象
さ
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
例
へ

ば
、
政
治
的
結
社
、
政
治
代
表
の
選
學
、
政
治
的
集
會
等
は
、
國
家
の
活
動
で
は
な
い
が
、

矢
張
り
政
治
現
象
で
あ
る
ご

見
ら
れ
て
ゐ
る
。
之
等
の
現
象
が
政
治
的
性
質
を
帯
ぶ
る
さ
云
ふ
の
は
如
何
な
る
意
味
に
於
て
ゞ
あ
ら
う
か
。

又
は
狭
義
の
政
治
現
象
に
影
響
す
る
と
云
ふ
意
味
で
第
二
次
的
意
味
の
政
治
現
象
ご

コ
オ
ル
に
於
て
は
、
人
々
の
闊
係
の
龍
會
的
統
制
に
作
用
を
及
ぽ
す
事
を
目
的
さ
す
る
さ
考

へ
ら
れ
る
貼
で
第
二
次
的
意
味
の
政
治
親
象
さ
さ
れ
、

政

治

．

糞

念

に

就

て

な
が
ら
、
封
内
的
意
味
が
内
包
さ
れ
て
ゐ
る
。

少
か
れ
到
内
的
意
味
を
含
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
り
、
其
限
り
内
政
、

政
治
園
罷
の
指
導
へ
の
影
響
を
目
指

勿
論
國
家
の
活
動
に
は
、
封
内

治
現
象
を
構
成
す
る
。
而
し
て
國
家
の
防
衛
の
機
能
が
、

封
内
的
の
も
の
ご
封
外
的
の
も
の
さ
に
寓
別
し
得
ら
れ
る
な
ら

す
る
事
は
認
容
さ
れ
得
な
い
。

な
ら
な
い
事
は
前
に
論
じ
た
所
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、

コ
オ
ル
の
如
く
政
治
現
象
を
國
家
活
動
の
か
し
る
一
部
分
に
限
定

政
治
園
個
と
見
る
な
ら
ば
、
政
治
圏
個
の
特
質
は

か
4

る
人
々
相
互
の
間
の
闘
係
の
統
制
以
外
の
勘
に
求
め
な
け
れ
ば



と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
本
稿
は
も
さ
政
治
概
念
を
規
定
し
な
が
ら
、

‘
こ
の
財
政
社
會
學
設
に
於
け
る
政
治
的
契
機
の
取
扱

最
近
著
し
く
掻
頭
せ
る
財
政
社
會
學
説
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
財
政
を
政
治
的
な
る
も
の
ビ
考
ふ
る
貼
に
特
徴
が
あ
る

る
設
は
、
経
清
、
宗
教
等
と
相
並
び
て
特
有
の
文
化
領
域
を
も
つ
意
味
の
政
治
の
本
質
を
充
分
に
設
明
し
得
な
い
。
か
＼

る
意
味
の
政
治
は
、
固
有
の
機
能
を
有
す
る
特
殊
の
園
開
に
閥
聯
せ
し
め
て
始
め
て
、

・
ら
う
。
行
為
の
側
、
叉
は
廣
義
の
主
開
に
政
治
的
な
る
も
の
を
求
む
る
設
は
、

學
的
罷
系
を
組
立
つ
る
に
し
て
も
、
恐
ら
く
は
寅
b
豊
な
る
結
果
を
牧
め
得
る
が
否
か
疑
問
で
あ
ら
う
。

来
多
く
は
政
治
の
封
象
を
國
家
に
求
め
た
事
寅
は
、
此
事
を
證
す
る
で
あ
ら
う
し
｀

も
つ
事
を
示
し
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。

政
治
の
本
質
セ
以
て
統
制
又
は
強
制
等
の
行
為
の
特
殊
な
る
仕
方
さ
す
る
見
方
、

七

む

す

び

ら
る
ヽ
で
あ
ら
う
。

又
政
治
が
國
家
と
密
接
な
る
聯
闘
を

た
こ
へ
夫
々
の
見
解
に
基
い
て
政
治
學
の

充
分
之
を
明
な
ら
し
め
得
る
で
あ

之
等
の
詮
も
従

及
び
圏
開
活
動
に
政
治
概
念
セ
求
む

●

綸

鯛

拿

2

櫨

て

す
駆
で
政
治
的
に
志
向
さ
れ

t
も
の
ビ
呼
ば
れ
て
ゐ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
國
家
の
意
志
内
容
の

決
定
に
参
興
す
る
と
云
ふ
意
味
で
、
第
二
次
的
政
治
現
象
さ
名
付
け
て
も
い
＼
で
あ
ら
う
。

そ
れ
故
に
政
治
は
國
家
の
活
動
を
意
味
す
る
と
共
に
、

此
活
動
に
影
響
す
る
事
を
目
的
と
す
る
活
動
を
も
含
む
さ
考
へ

葦

七

讐

．
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・

政

治

瓢

念

に

就

て

．

の
取
扱
ひ
方
の
吟
味
の
問
題
は
他
日
機
會
を
得
て
考
究
し
よ
う
。

第

七

巻

第

二

輩

八

ひ
方
を
吟
味
す
る
意
繭
を
も
つ
て
ゐ
た
。
け
れ
ざ
も
政
治
の
本
質
の
考
察
は
、

本
稿
の
如
き
も
甚
だ
蕪
雑
な
る
考
察
に
終
つ
て
了
っ
た
。

上
、
こ
の
粗
雑
な
る
考
察
も
一
應
そ
の
役
目
を
果
す
も
の
さ
考
へ
て
ゐ
る
。
唯
従
来
の
財
政
限
説
に
於
け
る
政
治
的
契
機

二
九
一
・

け
れ
ど
も
研
究
の
目
的
が
財
政
の
特
殊
性
を
示
す
に
あ
る
以

到
底
簡
箪
に
片
付
け
ら
れ
な
い
の
み
か
、




